



―『キエフ年代記集成』（1151 ～ 1158 年）
中沢敦夫，吉田俊則，藤田英実香
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6659〔1151〕年続き




イジャスラフ [D112:I] をヴラジミルへ，ロスチスラフ [D116:J] をスモレンスクへと行かせて下
さい 2）。そして，われら二人は自ら約定し〔て和解し〕ようではありませんか」。
〔これに答えて〕ヴャチェスラフ [D16] は言った。「そなたには，7 人の息子たち 3）がいるが，
わしはかれらをそなたのもとから追い払うつもりはない。わしの息子 4）たちは，イジャスラフ
[D112:I] とロスチスラフ [D116:J] のたった 2 人である。他は年少の〔息子たち〕だ。しかし，
弟よ，わしはそなたに言明する。【431】ルーシの地のため，キリスト教徒のために，自分の息
1）「ヴァシレフ」(Василев) は，ドニエプル川の右岸支流ストゥグナ川沿岸で，河口から 40km ほど遡っ
たところにある城砦。現在のヴァスィリキーウ市 (Васильків) にあたり，キエフの南南東 50km ほどの
ところに位置している。ここからキエフまでは街道がつながっていた。
2）このユーリイ [D17] の提案の意図は，イジャスラフ [D112:I] がヴャチェスラフ [D16] にキエフ公就位
を認めた現在の機会を利用して，ヴャチェスラフ [D16] からユーリイ [D17] への兄弟ラインの公位継
承を実現し，甥（ムスチスラフ [D11] の息子たち）たちへの継承を排除することにあった。
3）このとき存命のユーリイ [D17] の息子たちとして，アンドレイ [D173]，グレーブ [D178]，ボリス


















翌日 10），ユーリイ [D17] は，戦闘準備を整えてキエフへと軍を進め，ルィベジ川 11）の〔キエフ
の丘から見て〕対岸に部隊を布陣させ 12），ルィベジ川をはさんで戦闘が始まった。
5）1151 年 4 月にペレヤスラヴリの公だったユーリイの長男ロスチスラフ [D171] が没しており（[ イパー
チイ年代記 (4)：359 頁，注 185] 参照），明記されてはいないが，次に年長のアンドレイ [D173] が公
座を継いでいたと推定することができる。いずれにせよ，ペレヤスラヴリはルーシにおけるユーリイ一
族の拠点都市だった。
6）1146 年，スヴャトスラフ [C43] がユーリイの息子イヴァンコ [D172] にクルスクを引き渡して（[『イ
パーチイ年代記』3: 330 頁参照 ]）以来，イヴァンコ [D172] からグレーブ [D178] へと継承されて，




ォロドヴィチ [C411:G]，ウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34] 等を指している。
8）1030 年代にヤロスラフ賢公が建立したキエフの黄金の門（Золотые ворота）の上部には，受胎告知教
会が建てられていたと『原初年代記』の 1037 年の記事に見える。ヴャチェスラフ [D16] はおそらくこ
の教会の本尊にあたる受胎告知の「聖母」のイコンを仰いで祈願したと考えられる。
9）これは神判としての戦争を宣言するときの定型句（下注 182 も参照）で，ユーリイ [D17] が譲歩する
ことはあり得ず，戦争による決着しかないことを，ヴャチェスラフ [D16] はここで確信したのである。
10）マフノヴェツの注によれば，1151 年 4 月 30 日（月曜日にあたる）のこととしている [Літопис 






ジャスラフ [D112:I] は，かれ〔ユーリイ [D17]〕に対峙して，自分の叔父ヴャチェスラフ [D16]，自分
の兄弟ロスチスラフ [D116:J]，イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35]，射手ともに布陣した。射手はル
ィベジ川を挟んで射撃をした」と記されている。
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アンドレイ・ユーリエヴィチ [D173] とウラジーミル・アンドレエヴィチ [D181] は，ポロヴェ
ツ人とともに，軍勢を進めて，ルィベジ川を渡った。かれらは，渡り切ると，スハヤ・ルィベ
ジ 13）のところに移動した。そのことについて，かれ〔アンドレイ〕の従士たちは知らなかった。
アンドレイ [D173] はポロヴェツ人を引き連れただけで進撃した。ウラジーミル [D181] につい







ジ川を〕渡って，城壁前の低地で，ヴャチェスラフ [D16] とイジャスラフ [D112:I] 指揮下の部
隊と相対して戦い，別の者たちはリャフ門 19）の前の砂地で戦った。






[D18] と結婚したのが 1117 年のことであるから（イパーチイ年代記 (1)：265 頁，注 122），この時点
で年少であるということは，結婚してからずいぶん経ってから誕生したのであろう。
15）「守り役」(кормилец) は貴人の養育，教育にあたる師傅に相当する。なお，1171 年の項に，ウラジー
ミル [D181] が自分の守り役だった「パウク」(Паук) という男を，シュムスク (Шюмеск) の代官とし






18）ここで「再び害されることなく」(опять невреженъ) と言っているのは，1150 年 2 月のルチェスク城
下の戦闘で，アンドレイがやはり「害されることなく無傷」(безъ вреда) で救われたこと（[ イパーチ
イ年代記 (4)：329 頁 ] 参照）を踏まえている。
19） 「リャフ門」(Лядские ворота) はキエフの丘のヤロスラフ街区の南の城門で，ドニエプル河岸に出る
のにもっとも近い場所にある。先の記述によれば，グロドノ公ボリス [F11] がここを守っていた（[ イ
パーチイ年代記 (4)：368 頁 ] 参照）。










[D17] は，自分の部隊を転回して撤退させた。自分の姻戚〔娘の舅〕のウラジミルコ [A121] が，
ガーリチから救援に向かっているという報告が入ったからである。そこで，かれ〔ウラジミル
コ〕を迎えるために，軍を転じたのである。














(Боняк) の名は『原初年代記』1096 年～ 1107 年の記事に何度も登場するポロヴェツの部族の有力首長。
キエフの「金門で斬り合いをしたい」というのは，ボニャクが 1096 年にキエフに来襲して「いまにも
城内に入る」[ ロシア原初年代記：252 頁 ] ところまで迫った時のことを言っているのだろう。
　　なお，ボニャクについては，『イパーチイ年代記』6648(1140) 年の項に，流刑地コンスタンティノポ
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フ [D112:I] とロスチスラフ [D116:J] です」。
ユーリイ [D17] はこれを聞くと，松林を通ってヴェルネフ 22）(Вернев) へ行った。そこから，
土塁線 23）を越えて，ビズヤニツァ 24）(Бьзяница) で陣を張った。ここで，ガーリチ公ウラジミル
コ [A121] が来るのを待っていた。なぜなら，かれ〔ユーリイ〕は，キエフから軍を引いたときに，
自分の甥ウラジーミル・アンドレエヴィチ [D181] を派遣して 25），かれ〔ウラジミルコ〕を呼び
寄せようとしていたからである。
イジャスラフ [D112:I] は，このことについての報告を得ると，ユーリイ [D17] を見つけよう
と出発した。〔ユーリイが〕ガーリチのウラジミルコ [A121] と合流しないように警戒していた
のである。
こうして火曜日 26）に，ヴャチェスラフ [D16]，イジャスラフ [D112:I]，ロスチスラフ [D116:J]
は，十分の一教会の聖なる聖母および聖ソフィアに拝礼して，〔キエフの〕城市を出撃した。







22）「ヴェルネフ」 (Вернев) は，「チェルネフ」(Чернев) の誤記と考えられる。「チェルネフ」とすれば，
イルペニ (Ирпень) 川左岸の城市で，キエフからだと南西に約 46km の地点にある。現在の，チョルノ
ホロドカ (Чорногородка) 村に相当する。
23）「土塁線」(валы) はキエフの南方に広がる高さ 10m ほどの土塁群のことで，古くに騎馬民族の襲撃か
らの防衛のために築かれたものとされている。10 世紀末～ 11 世紀の建築と推定される土塁は部分的に
現存している。
24）「ビズヤニツァ」 (Бьзяница) については所在地不明。バルソフは，イルペニ (Ирпень) 川沿岸のチェル
ヴォノゴロドキ (Червоногородки) の森を所在として推定している [Барсов 1865: С. 17-18]。
25）上注 16 を参照。




〔ヴァシリコ [A13]〕を連れて行った」と記されている。研究者の中には，キエフの丘から約 16km 南
西に位置する，現在のヴィタ＝ポシトヴァ (Вiта-Поштова) の遺構に同定する者もある [РУИНА.RU: 
Вета-Почтовая]。




ちょうどその時，ハンガリー人のもとにいる息子ムスチスラフ [I1] から派遣された 29）使者が，

















木曜日 33）の夜明け前に，ヴャチェスラフ [D16]，【435】イジャスラフ [D112:I]，ロスチスラ
フ [D116:J] は，土塁を越えて，広い平地に出て，そこで布陣していたユーリイ [D17]〔の軍隊と〕
戦うべく軍を進めた。
それから，和議を行うために互いに軍使が派遣された。しかし，オレーグ一族の公たち 34）
29）イジャスラフ [D112:I] は，1151 年 4 月上旬に，援軍要請のために息子のムスチスラフ [I1] をハンガ
リーへと派遣していた。[ イパーチイ年代記 (4)：360-361 頁 ] を参照。
30）「神の裁きに向かう」(ити на суд Божий) とは，戦争によって紛争の決着をつけるということ。
31）「ストゥグナ川」(Стугна) は，キエフの南 40km 地点のトレポリで本流に合流するドニエプル川右岸
支流。ヴァシレフ (Василев) はストゥグナ川の左岸に位置する城市である。
32）「 ペ レ ペ ト ヴ ィ」 (Перепетовы) は，Перепетовы могилы の こ と で， ペ レ ペ ト ヴ ォ の 平 原
(Перепетово поле)（『イパーチイ年代記 (4)：340 頁，注 102 参照）の北側にある墳稜地帯 (могилы)
を指すと思われる。次にあるルート川の上流域に位置している。[Вортман 2004]
33）同様に，1151 年 5 月 3 日の木曜日に相当する。
34）ユーリイ [D17] 陣営に参加していた，ウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34]，イジャスラフ・ダヴ
ィドヴィチ [C35]，ヴャチェスラフ・オリゴヴィチ [C43]，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ
[C411:G] 等を指している。
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とポロヴェツ人は反対して和議をさせなかった。〔かれらは〕流血など平気だったのである。
かれら〔ユーリイの軍勢〕は夕方までそこに布陣して，それから，ユーリイ [D17] は，ルー
ト 35）(Рут) 川を渡り 36），ルート川の対岸で陣を構えた。










〔夕方に〕ユーリイ [D17] は，自分の部隊を率いて丘を越えた。ヴャチェスラフ [D16]，イジャ
スラフ [D112:I]，ロスチスラフ [D116:J] は，かれ〔ユーリイ〕のあとを追って，湖の上流部に
向かって進軍を始めた。かれ〔ユーリイ〕と戦おうとしたのである。ユーリイ [D17] は，かれ
らに先んじて，自分の部隊を率いて小ルート川 (Малый Рутец) を越え，泥濘地帯を横切って進
んだ。そして，そこで宿営を張った。
ヴャチェスラフ [D16]，イジャスラフ [D112:I]，ロスチスラフ [D116:J] は，やって来ると，
かれ〔ユーリイ〕に対抗するかたちで，矢が【436】達しない距離を置いて夜の宿営を張った。
こうして，両者は対陣して宿営した。
35）「ルート川」 (Рут) は，次に記される「大ルート川」(Рут Великий) との対比で，「小ルーテツ川」
(Рутець Малый) と称されることもある。「( 大 ) ルート川」はロシ (Рось) 川の左岸支流で，現在のプ




37）ここの「明けて金曜日」(свитающю же пятьку) は，すぐ上の「木曜日の夜明け前」(въ 
четвержьный ж день, переже солнца) との対比から見て，また，あとに「金曜日の朝」(утрии же 












ユーリイ [D17] は，自分の息子たち，（ウラジーミル・ダヴィドヴィチ 41）[C34]），スヴャト
スラフ・オリゴヴィチ [C43]，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] とともに，自分
たちの部隊を武装させて，小ルート川の上流へと軍を進めた。ヴャチェスラフ [D16]，イジャ
スラフ [D112:I]，ロスチスラフ [D116:J] も，自分たちの部隊を率いて，かれら〔敵〕に対抗す
べく，小ルート川上流へと向かった。














40）1151 年 5 月 4 日の金曜日に相当する。但し，ウクライナ語訳はこちらのほうが曜日の誤りだとして，
「土曜日」に訂正している。（[Бережков 1963: С. 62, 153] も参照）
41）この「ウラジーミル・ダヴィドヴィチ」はフレーブニコフ写本にのみある読みで，後代の加筆である
可能性が高い。ただし，以下の記述に見るように，ウラジーミル [C34] がユーリイ [D17] の遠征に参
加していたことは確かである。




[A121] のガーリチとは記者の意識内で区別されていることが現れている。（下注 176 も参照）
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[D112:I]，ロスチスラフ [D116:J] を助けた。そして，その場所で，ユーリイ [D17] に打ち勝っ
た。その時，ユーリイ [D17]〔の味方〕のポロヴェツ人は，矢を一本も射ることなく逃げ出した。
44）アンドレイ [D173] はユーリイ [D17] の三番目の息子だが，長兄のロスチスラフ [D171] は 1151 年 4
月に，次兄イヴァン [D172] も 1147 年 2 月に死没しており，この時点では「最年長者」である。
45）アンドレイ [D173] が「槍を折った」(изломи копье) という表現は，すぐ下のイジャスラフ [D112:I]
の戦いぶりの描写の中にも出てくるが，これは戦闘描写の定型句表現として「敵と一騎打ちを行う」と
































り，ここは守護聖人の庇護を語るエピソードである。[Литвина, Успенский 2006: С. 564]。13 世紀初
頭のヤロスラフ・フセヴォロドヴィチ [K4] のものと推定される兜が現存しており，額の部分に所有者
の守護聖人と推定される像と大天使ミハイル像が刻印されている [Рыбаков 1963:  С. 45-47]。ここでは，
イジャスラフの兜も同様のものと考えることができる。[История культыры 1951: С. 435-436]
51）「王や公」(царя и князя) は比喩的に身分の高い者を指し（[Goranin 1995: p.109, n. 703] 参照），その
意味の慣用句として旧約のスラブ語訳（例えば『哀歌』2:6）などで用いられている。
52）この祈りの句については，[ イパーチイ年代記 (2): 338 頁，注 309] を参照。
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イジャスラフ [D112:I] は，自分の弟のロスチスラフ [D116:J] と協議して，ロスチスラフ




て，イジャスラフ [D112:I] とロスチスラフ [D116:J] が言ったように，夕方までにヴィシェゴロ
ドに行き，そこで滞在して，その夜には〔ドニエプル川を渡って遺体を〕運んだ。そして，そ
の翌日には，最初に 55）チェルニゴフへと出発した。イジャスラフ [C35] は，ロマン・ロスチス
ラヴィチ [J1] とともにチェルニゴフ〔の城市に〕入城した。そして，自分の兄弟を埋葬すると，
自らは自分の兄弟のチェルニゴフの公座に座した。
ユーリイ [C17] は，子供たちとともに，トレポリ 56）でドニエプル川を急ぎ渡河すると，対岸
をペレヤスラヴリへと向かって行った。ポロヴェツ人はポロヴェツ人のもとへと帰郷した。ス








[C43] やスヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] よりも早く」という意味がある。
56）トレポリにもドニエプル川を渡る渡渉地点があったか，あるいは「ヴィテチェフ」の渡渉地点をおお
まかに指しているかのどちらかだろう。『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では「昼頃，ドニエプル川
まで逃げて来て，ユーリイ [D17] はヴィテチェフを船で渡り，他の者は浅瀬を渡った」（[ スーズダリ年
代記訳注 [ Ⅲ ]：19 頁 ]）とある。
－ 232 －
富山大学人文学部紀要





さて，スヴャトスラフ [C411:G] は，デスナ川の渡し場 58）へと急いで行った。そこで，かれ





チ [J1] が〔チェルニゴフに〕入城してしまいました」。スヴャトスラフ [C43] はこれを聞くと，
ノヴゴロド〔・セヴェルスキイ〕へと逃れた。
さて，ガーリチのウラジミルコ [A121] は，自分の姻戚〔嫁の父〕であるユーリイ [D17] を
助けるべく，駆けつける途上にあった。〔ユーリイも〕かれ〔の到来を〕期待していた。かれ
〔ウラジミルコ [A121]〕が，【441】ボジェスキイ 59）(Божьский) に到達したとき，かれのもとに
知らせがきた。ヴャチェスラフ [D16]，イジャスラフ [D112:I]，ロスチスラフ [D116:J] は，す
でにユーリイ [D17] に勝利し，ポロヴェツ人を撃破したという。ウラジミルコ [A121] は，こ
れを聞くと，方向転換して，急ぎガーリチへと戻って行った。










がスヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] に与えた 5 つの城市の一つとして，1146 年の記事に
初出。
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てくる途中だった。ガーリチのウラジミルコ [A121] は，ムスチスラフ・イジャスラヴィチ [I1]
が王のもとから，ハンガリー人の援軍とともに進軍していることを聞くと，かれ〔ムスチスラフ〕




の後，ウラジーミル [D181] は，かれ〔ムスチスラフ〕に【442】「ガーリチのウラジミルコ [A121]
が軍を進めている」と〔使者を遣って〕告げた 62）。
ムスチスラフ [I1] は，ハンガリー人と酒盛りをしていた。かれは「ガーリチのウラジミルコ
60）上にあるように，ウラジミルコ [A121] はガーリチからボジェスキまで進軍したが，ユーリイ [D17]
の敗北の報を聞いて，ガーリチへ帰ることを決めた。しかし，帰路の途上でムスチスラフ [I1] 率いるハ
ンガリー軍の到来を知ると，軍を転じて北上し，「サポグィニ」（次注）方面へと向かったことになる。
61）「サポグィニ」(Сапогынь) は，キエフから西北西 253km に位置し，スルチ (Случь) 川とゴル
ィナ (Горина) 川の中流域に挟まれた場所にあった城砦。現在のウクラナのリヴノ州のサポージン
(Сапожин) 村ある遺構がそれにあたる。[Куза 1996: С. 167][РУИНА.RU: Сапожин] 
62）ウラジーミル [D181] は直前にユーリイ [D17] の使者として，ウラジミルコ [A121] にユーリイ軍へ
の援軍を要請するためにガーリチに派遣されていたが，ユーリイの敗北に伴って，どうやらイジャスラ
フ [D112:I] 陣営へ寝返ったようである。そのため，イジャスラフ [D112:I] からドロゴブージを所領と
して与えられ，そこに滞在していたのではないか。ドロゴブージは，1150 年にイジャスラフ [D112:I]
に服従しており（[ イパーチイ年代記 (4)：351 頁 ] 参照），それ以来イジャスラフの影響下にあったと
考えられる。
　　ウラジーミル [D181] が，イジャスラフの息子ムスチスラフ [I1] へ「大量の酒」を送り（ドロゴブー
ジから，ムスチスラフが陣を構えていたサポグィニまでは東南東へ 22km ほどと近い），ウラジミルコ
[A121] の動向についての情報を提供したのも，イジャスラフへの忠誠心を示すためであろう。ソロヴ
ィヨフは，ウラジーミル [D181] をドロゴブージ公に据えたのはウラジミルコ [A121] であるとしてい



















63）ヴォルィニ公領とキエフ公領の境界で，ストィリ (Стырь) 川左岸に位置するルチェスク (Луческ)（現
在のルツク (Луцьк)）は，従来からイジャスラフ [D112:I] の拠点都市であり，サポグィニからだと，西
北西に約 113km 離れたところに位置している。
64）この文言の原文は не идет мѣсто къ головѣ, но голова к мѣсту で，一種のことわざである。ウラジ
ーミル・ダーリはその『ロシアことわざ集』に年代記のこの個所から取った句（Не место к голове, а 
голова к месту）を収録し，その次に，類似句として現在でも流通している「地位が人を良く見せるの
ではなく，人〔の働き〕が地位をよく見せる」(Не место человека, а человек место красит) を載せ











位が徳行を飾るのではなく，徳行が地位を飾る」(Не мѣсто добродѣтелии, но добродѣтель мѣсто 
можеть украсити)[БЛДР 5: С. 414] という類似の箴言があることから，イジャスラフが箴言をもじっ
たものという解釈を示している。[Толочко А. 2010: С. 158]
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こう言うと，ヴャチェスラフ [D16] とイジャスラフ [D112:I] の二人は，ユーリイ [D17] を討



















ヴャチェスラフ [D16] とイジャスラフ [D112:I] は〔ユーリイに〕言った。「そなたは，われ
らにとって兄弟である。自分の〔領地である〕スーズダリへ行け。そなたがゴロドクのことを
65）「マジエフ」 (Мажев) は，ペレヤスラヴリ近郊アルト川河岸にあった村の名で，おそらく現在のマズィ
ンクィ (Мазинки) 村（ペレヤスラヴリから北西に約 13km）に相当すると考えられている [Покажчик: 




67）あとの展開から分かるように，ここではユーリイ [D17] の息子グレーブ [D178] が念頭に置かれてい
る。










れらすべてを守ることについて，また，ヴャチェスラフ [D16] とイジャスラフ [D112:I] からキ
エフを略取しないことについて，十字架接吻によって〔誓え〕」。ユーリイはこれらすべてのこ
とについて，十字架接吻で〔誓わざる〕を得なかった。
ヴャチェスラフ [D16] とイジャスラフ [D112:I] は，ユーリイ [D17] に言った。「そなたにス
ヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] は要らない 70）」。こうして，ユーリイ [D17] はかれ〔スヴャ
トスラフ [C43]〕を〔味方として〕当てにすることはできず，その〔条件で〕同意した。【444】
ヴャチェスラフ [D16] とイジャスラフ [D112:I] は，〔ペレヤスラヴリから〕キエフへと出発
した。


















ャジマ河畔の〕の領地へと行った」[ПСРЛ Т. 1, 1997: Стб. 335]。
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和まで続く 73）〉と言うが，兄弟よ，今となっては，われらこそが仲間であり兄弟である。どう
か，われらを仲間とみなしてほしい。見よ，われらのもとには，二つの父の地がある。一つは
わが父オレーグ [C4] の地，もう一つはそなたの父ダヴィド [C3] の地である。兄弟よ，そなた
はダヴィド [C3] の子であり，わしはオレーグ [C4] の子なのだ。兄弟よ，そなたは自分の父ダ
ヴィド [C3]〔に属していた〕ものを受け取れ，そしてわれら二人〔スヴャトスラフ・オリゴヴィ



















パーチイ年代記 (3)：365 頁，注 189] [ イパーチイ年代記 (4)：331 頁，注 44] を参照。
74）ここには書かれていないが，イジャスラフ [C35] はこの和議の条件として，二人がユーリイ [D17]
の支持をやめ，キエフのイジャスラフ [D112:I] の陣営につくことを認めさせたのだろう [Соловьев, 
1988: С. 465]。その後すぐに，二人はイジャスラフ [D112:I] のユーリイ討伐遠征に加わっている。
75）ハンガリー王ゲーザ二世（在位 1141-1162 年）のこと。
76）ここでは，スヴャトスラフ [C43] がイジャスラフ [D112:I] の味方として登場している。イジャスラフ





子グレーブ [D178] をゴロドクに残して 77），自分はゴロドクからスーズダリへと向かった。
ユーリイ [D17] は，そこ〔ゴロドク〕から，ノヴゴロド・セヴェルスキイ 78）のスヴャトスラ
フ・オリゴヴィチ [C43] のもとへと向かった。かれ〔スヴャトスラフ [C43]〕はかれ〔ユーリイ〕
を大いなる名誉をもって受け入れ，かれ〔ユーリイ〕に〔糧秣を積んだ〕荷車を与えた。こう
して，ユーリイ [D17] はスーズダリへと出発した。
イジャスラフ [D112:I] は，ヴャチェスラフ [D16] とともにキエフ〔の公座〕に座した。ヴャ
チェスラフ [D16] は大〔ヤロスラフ〕館 79）に住み，イジャスラフ [D112:I] はウゴル〔の丘〕の








77）ユーリイ [D17] は，ペレヤスラヴリに残した息子グレーブ [D178] を，この時点ではゴロドク（「オス
テルスキイ・ゴロデツ」(Остерский городец) に呼び寄せていたことがわかる。
78）ノヴゴロド・セヴェルスキイは，先にスヴャトスラフ [C43] がイジャスラフ [C35] と合意して，分け
合って取った「父の地」（オレグ [C4] の所領）である。オレグ [C4] は，1097 年のリューベチ諸公会議
で，ノヴゴロド・セヴェルスキイを公支配することが決められていた。
79）原文では，на Велицѣмъ дворѣ で，これはキエフの丘のウラジーミル街区の中心にある「大ヤロス
ラフの館」(Великий Ярославов двор) を指している。（[Каргер 1958: С. 269] および [Толочко 2009: 
С. 158] 所収の地図を参照）この時代には，この館がいわばキエフ公の支配の拠点であり，ここからも，
イジャスラフ [D112:I] が外見的にはヴャチェスラフ [D16] をキエフ公として尊重していたことがわか
る。
80）「ウゴルの丘の麓」とはキエフの丘から南に 5km ほどの所にあったと推定される場所で，1146 年にイ
ーゴリ [C42] がキエフ人を呼び寄せた場所としても年代記に記されており（ [ イパーチイ年代記 (2)：
338 頁，注 312]），ここに公のための「館」(двор) があったことは確かである。ただし，遺構等は発見
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この頃，イジャスラフ [D112:I] の妃 83）が逝去した 84）。
6660〔1152〕年
イジャスラフ・ムスチスラヴィチ [D112:I] は，イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] および
スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] と会合し，そこで協議して，ユーリイ [D17] の〔支






イジャスラフ [D112:I] は，自分の息子のムスチスラフ 91）[I1] を，王のもとへ，ハンガリーへ
83）このイジャスラフの最初の妻については，名前も結婚の年代も不明で，年代記ではこの死亡記事があ
るだけである。ポーランドの史料によると，ドイツ（神聖ローマ）皇帝フリードリヒ・バルバロッサの
一族の出身であるという。[Літопис руський, 1989: С. 251, прим. 23]
84）この記事は『ラヴレンチイ年代記』『ノヴゴロド第一年代記』にも並行記事がある。『ノヴゴロド第一
年代記』では 1151 年の項に「同じ冬にイジャスラフの公妃が逝去した」（[ ノヴゴロド第一年代記 [I]：
16 頁 ] 参照）とあり，妃の逝去は 1151/1152 年冬であると，より特定された書き方がなされている。
85）「オステルスキイ・ゴロデツ」(Остерский городец) のこと。
86）『15 世紀末モスクワ年代記集成』の並行記事では，この教会は「石造りで，その屋根が木造であるミ
ハイル教会」(церковь же бѣ в нем святаго Михаила камена, а верхъ ея древом нарублен)  [ПСРЛ 
Т. 25, 1949] とやや改変されている。
87）この記事は，先の 1151 年の項のゴロドク攻めの記事と直接つながっており，イジャスラフ [D112:I]
はイジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35]，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] とともに，
攻略したこの城市にユーリイ [D17] が戻ってこられないよう徹底的に破壊したことを述べている。また，
ユーリイがゴロドクに残したグレーブ [D178] は，追放されたのだろう。
88）1151 年の記事の最後の部分にある，イジャスラフ [D112:I] からハンガリー王ゲーザ二世への使者派
遣とその要請の内容を指している。
89）キエフの共同統治者である，イジャスラフ [D112:I] とヴャチェスラフ [D16] の二人を指している。
90）『ラヴレンチイ年代記』1151 年の末尾の記事に「その年（1151/1152）の冬イジャスラフ [D112:I] は

















トポルク [D114] 公が，ヴラジミルから自分の部隊を率いてやって来た 95）。こうして，全員が合


















94）イジャスラフ [D112:I] の異母弟であるウラジーミル・ムスチスラヴィチ [D115] は，当時ドロゴブー
ジの公であり，兄弟のスヴャトポルク [D114] とともにイジャスラフ一族のヴォルィニ地方支配を担っ
ていた。 
95）上の記事（[ イパーチイ年代記 (4)：350 頁 ]）にあるように，1151 年 3 月～ 4 月にイジャスラフ
[D112:I] は，ウラジミルコ [A121] を監視させるために，弟のスヴャトポルク [D114] をヴラジミルに
派遣して支配をさせていた。
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を伴うことなく，かれをヴラジミルへと帰郷させ 96），かれの部隊だけを引き連れて行った。
イジャスラフ [D112:I] は，自分の部隊とともに，ヴラジミルから王の道 97）を進んで行った。
この道はかつて〔ハンガリー人が〕ヤロスラフ・スヴャトポルコヴィチ [B32] とともに，アン
ドレイ・ウラジーミヴィチ [D18] を討伐するために使った道であり，その時，ヤロスラフ [B32]
はヴラジミルで殺されたのだった 98）。




















97）「王の道」(королева дорога) については，『イーゴリ軍記』の中のウラジミルコ [A121] の息子ヤロス
ラフ八智公 (Осмомысль)[A1211] への呼びかけの中に，八智公は「王の道を防ぎとめた」(заступивъ 
королеви руть) との句があり [Словарь-СПИ 4: С. 222]，これと同じものを指していると考えられる。
ハンガリー王の遠征路として広く知られていたのだろう。
98）1123 年のヤロスラフ [B32] のヴラジミル攻撃と敗北，その死を指している。[『イパーチイ年代記』
訳注 2：291-292 頁，注 39] 参照。
99）ヴィスワ川右岸の支流で，ペレムィシェリはこの川に右岸に位置している。
100）ヤロスラヴィリ (Ярославль) はペレムィシェリより下流のサン川左岸にあった城市。現在のポーラ
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104）「イズビグネフ・イヴァチェヴィチ」 (Избыгнѣв Ивачевич) ついては他に，6667(1159) 年の記事の
中に，ウラジミルコ [A121] の息子のガーリチ公ヤロスラフ [A1211] が「イズビグネフ」(Избигнѣв) を，
当時のキエフ大公イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] に使者として派遣したとある。そのことから，
かれは歴代のガーリチ公に仕えた上級貴族だったと考えられる。
105）「ヴャグル川」 (Вягръ) は，サン川右岸の支流で現在のヴィヤール川 (В’яр) に相当する。その河口は，
ペレムィシェリ（現在のプシェミシェル）の城市から東に 5km ほど離れている。1099 年にはドレゴブ




1150 年にゲーザ二世がペレムィシェリに迫ったとき，やはりウラジミルコ [A121] が仲介のための軍使
を派遣した相手として，「ククニシ」(Кукниш) の名で言及されており，このときにも王に従軍していた。
























おり（1117 年頃），息子ヤロスラフ [A1211] の母親はハンガリー王家の出身である。真意は別として，
ウラジミルコ [A121] は，母方の一族に息子を委ねることを申し出ることで，ハンガリー王家とのつな
がりを強調しているのだろう。





111）「王妃の意向」(воля королевы) とは，王に嫁いだイジャスラフ [D112:I] の妹エフロシーニャが，兄
イジャスラフの意を体して，ウラジミルコ [A121] 征伐を王に迫っていることを示している。
112）このウラジミルコ [A121] の，イジャスラフ [D112:I] とハンガリー王ゲーザ二世に対する「十字架
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ル [D115]，自分の息子のムスチスラフ [I1] とともに，王の幕営にやって来た。そして，かれら〔会









はこれまでにもあった（[ イパーチイ年代記 (3)：346-347 頁 ] を参照）。
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115）「聖イシュトヴァーン」(святой Стефан) は，1000 年～ 1038 年にハンガリーを統治した王で，ハン
ガリーへのキリスト教普及に貢献し，のちにカトリックの聖人に列せられている。
116）「ピョートル・ボリソヴィチ」(Петр Борисович) は，ボリスラヴィチ (Бориславич) とも言い，イ
ジャスラフ [D112:I] の側近貴族。イジャスラフの死（1154 年）の後には，その息子ムスチスラフ [I1]
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を要請するつもりだ」。王はこう言って，自分の家臣たちをウラジミルコ [A121] のもとへ，〔十
字架接吻の誓いをさせる使者として〕派遣した。



















ツァの諸城市を指している（下注 119 ～ 123）。
118）のちの記述から（後注 171 を参照），ウラジミルコ [A121] はペレムィシェリで十字架接吻の誓いを
行い，その内容を記した文書をイジャスラフ [D112:I] に渡したことが分かる。
119）「ブジェスク」(Бужеск) は，ヴラジミル公領を流れる西ブーグ川の上流域にある城市。
120）「シュメスク」(Шюмеск) はシュムスク (Шумск) のことで，ゴルイニ川上流支流のヴィリヤ
(Вилия) 川右岸に位置する。
121）「ティホムリ」(Тихомль) の城市 は，シュムスクから見てゴルイニ川の対岸に位置している。


































一族のいわば始祖にあたる。1152 年当時は，その息子のロスチスラフ・ヤロスラヴィチ [C54] がムー
ロムを，その孫のグレーブ・ロスチスラヴィチ [C542] がリャザンを公として支配していた。
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ク 132）(Мценеск) へ行き，そこから，スパーシ 133）(Спашь) とグルーホフ 134）(Глухов) へ行き，そこ
で陣を張った。
ウラジミルコ [A121] は，自分の姻戚〔嫁の父〕であるユーリイ [D17] が，ルーシへ進軍し
ているとの報を聞くと，ガーリチを出て，キエフへと軍を進めた。




128）ロスチスラフ・ヤロスラヴィチ [C54] はヤロスラフ [C5] の息子。当時はムーロム公で，一族の最年
長者だった。一年後の 1153 年に没している。
129）マフノヴェツはこの遠征開始の日を，秋のユーリイの祭日である 1152 年の 11 月 26 日と推定してい
る。
130）ロスチスラフ [C54] を筆頭とするリャザン諸公が，ユーリイ [D17] への援軍を「断らなかった」と
書いてあるのは，断ったケースもあったことを示唆している。後に記される，1154 年の中途で撤退し
た遠征の場合は，リャザン諸公は参加していないようである。
131）トクソバ族 (токсобици) は，1147 年の記事にスヴャトスラフ [C43] の同盟者として登場している（[




133）「スパーシ」(Спашь) は 1147 年の記事にも，スヴャトスラフ [C43] が遠征途上で立ち寄ったとして
言及されており，オカ川上流にあったと想定される城砦。





ジミルコ [A121] は，ガーリチへと引き返してしまった 135）。
多くのポロヴェツ人が【456】オルゴフ (Олгов)136）に滞在していたユーリイ [D17] のところ
へとやって来た。
ユーリイ [D17] は，自分の姻戚 137）〔娘の舅〕であるスヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] の










135）このウラジミルコ [A121] の行動は，イジャスラフ [D112:I] の率いる軍隊に勝利することは不可能
と考えての退却だろう。
136）「オルゴフ」(Олгов) あるいは「オリゴフ」(Ольгов) については，グルーホフからほど遠くない場所
の地名と考えられるが詳細は不明。また，原文の Олгву を Олговичу の誤記と解釈すれば人名となり，
「スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [D43]」を指していると理解することも可能である。
137）ユーリイ [D17] の娘は 1150 年にスヴャトスラフ [C43] の息子オレーグ [C431] に嫁いでいる。（[ イ
パーチイ年代記 (4)：333 頁，注 59, 60] 参照）
138）当時，スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] はノヴゴロド・セヴェルスキイ公だった。上注 78 を参照。
139）6660〔1152〕年の項の記事の冒頭には，イジャスラフ [D112:I] が，イジャスラフ・ダヴィドヴィチ
[C35] 及びスヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] とともにゴロドク（オステルスキイ・ゴロ
デツ）を焼いたとあり，スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] がこのゴロドク城市破壊に参加していた
とは書いていない（上注 86，87 を参照）。ただし，このユーリイ [D17] の言葉は，ゴロドクを焼いて
破壊したことの報復として，スヴャトスラフ [C43] が支配する城市ノヴゴロド・セヴェルスキイを焼く
と脅迫していることから，スヴャトスラフ [C43] はゴロドク破壊に参加していたのかもしれない。
140）「ベレゾイ」(Березой, Березов, Березовой) は，デスナ川右岸にあった城砦。現在のベレズナ
(Березна) 村に相当し，チェルニゴフの中心から東北東に 34km ほど離れている。
141）「スヴィニ」 (Свинь) は，「スヴィナヤ」(Свиная)，「スヴィナ」(Свина) とも呼ばれる川の名称で，
チェルニゴフとスノフ (Снов) 川の間を流れ，多くの研究者は現在の「ザムグライ」(Замглай) 川と同
定している。[Зайцев 2009: № 84]
142）マフノヴェツによれば，1152 年 12 月 21 日の日曜日としている。
143）「ギュリチェフ」 (Гюричев, Гуричев, Горичев) は「ボブロヴィツィ」(Бобровицы) とも言い，デス
ナ川右岸にあった城砦で，チェルニゴフ城市の中心からは 10km ほど東北東に離れた地点にあったとさ
れる。[Куза 1996: С. 109]。上注 141 のザムグライ川の河口あたりと推定される。
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先行して，リューベチ 144）(Любеч) へと向かい，ユーリイ [D17] の先回りをした。なぜなら，す
でに，自分の兄イジャスラフ [D112:I] と協議して，チェルニゴフのイジャスラフ・ダヴィドヴィ
チ [C35] を支援するために軍を派遣する準備をしていたからである。


























[Насонов 2002: С. 209]。マフノヴェツの索引では，ストリジェニ (Стрижень) 川左岸にあった村の名
としている。その場合，チェルニゴフ城市の中心から北に 1km ほどしか離れていないことになる。
147）「内城」(дѣтинець) とは，チェルニゴフの城市の中でもストリジェニ川河口周辺 200 メートル四方
ほどの石壁に囲まれた空間で，中には救世主首座教会など主要な建物があった。










その時，ヴャチェスラフ [D16] とイジャスラフ [D112:I] は，ドニエプル川のこちら側の，ル








ヴャチェスラフ [D16] とイジャスラフ [D112:I] が，チェルニゴフ人を支援するために進軍して
くるということだった。ポロヴェツ人はこれを〔聞いて〕怯え，軍を引き始めた。諸公は，ポ
ロヴェツ人が退却しているのを見て，チェルニゴフから撤退を始め，スヴィニ川 151）(Свинь) の
向こうまで，さらにスノフ (Снов) 川の向こう 152）まで軍を引いた。
149）「ルジチ」(Лжичь) はフレーブニコフ写本では Олжичь と表記されており，1142 年の項にある地名
「オリジチエ」(Ольжичие) と同じ（[ イパーチイ年代記 2:326 頁，注 229] 参照）。ドニエプル川とデス
ナ (Десна) 川の合流地点近くの村で，キエフからは北東に 9km ほどの対岸位置しており，チェルニゴ
フからだとまだ 120km ほども離れている。「ドニエプル川のこちら側」とはチェルニゴフから見て此岸
にあたるということで，年代記記者の視点を反映している。
150）「モロヴィイスク」(Моровииск) は，1139 年の記事にもあり（[ イパーチイ年代記 2:315 頁，注
165] 参照），デスナ川右岸に位置する城砦で，キエフとチェルニゴフのほぼ中間，チェルニゴフから約
54km ほど離れた場所に位置している。現在の「モリフシク」(Морівськ) 村に相当する。
151）「スヴィニ」(Свинь) 川は現在のザムグライ川 (Замглай) に相当すると推定されており，デスナ川右
岸に注ぐ河口はチェルニゴフの上流 12km ほどのところにある（注 141 参照）。
152）チェルニゴフ城市から，スヴィニ川を渡り，さらにデスナ川右岸の支流スノフ川 (Снов; Сновь)（河
口はチェルニゴフから上流 16km ほど）を渡って，スノフ川左岸まで退却したということ。
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ユーリイ [D17] は，かれ〔スヴャトスラフ [C43]〕に援軍を【459】残すことを同意したが，




ヴャチェスラフ [D16] は，イジャスラフ [D112:I] と評議した。そして，川が氷結したことを















では，「自分の兄弟のスヴャトポルク [D114] と自分の息子のムスチスラフ [I1] を伴って」となっており，
『イパーチイ年代記』の記述とは異なっている。ただ『イパーチイ年代記』の以下の記述で，ムスチス
ラフ [I1] は遠征の途中で陣営を離れていることから，『イパーチイ年代記』の編集者はあらかじめ削っ
てしまったのだろう。ヴャチェスラフ [D16] については，以下にイジャスラフ [D112:I] が老齢をいた
わる描写があることから，参加者に加えたのではないか。
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イジャスラフ [D112:I] は，かれとの和平を望んでいなかったが，すでに春も近いことから 165），
和を結んだ。こうして，お互いに十字架接吻して〔和平の条件を守ることを誓い〕，解散した。
イジャスラフ [D112:I] は，イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] とともに，チェルニゴフへ
向けて出発した。ロマン [J1] は，スモレンスクの父の元へと〔出発した〕。スヴャトスラフ・




163）以下の注 167, 168 にあるように，ドニエプル川の最下流域のポロヴェツの居住地（オレリ川，サマ
ラ川）まで行っている。
164）1153 年 2 月に相当する。
165）春になって川の氷が融け始めると，橇による行軍や輸送に支障が生じるということ。
166）この領地がどこかははっきりしないが，リューベチ (Любеч) を指すのではないか（上注 145 参照）。
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翌日，イジャスラフ [D112:I] はキエフへと出発した。【461】かれは，自分のムスチスラフ [I1]
とともにキエフに入城した 169）。二人は，大いなる名誉と大いなる称賛をもって，自分の父であ
るヴャチェスラフ [D16] のもとにやって来た。ヴャチェスラフ [D16] は，自分の息子イジャス
ラフ [D112:I] が健在であることを見ると，神と生命を与える十字架の力を称賛した。そして，
大いに親愛を深め，大いなる宴を張った。このようにして，〔共同統治の〕生活が始まった。






その時，イジャスラフ [D112:I] は，ガーリチのウラジミルコ [A121] のもとに，〔使者として〕
ピョートル・ボリスラヴィチ 170）を，十字架接吻の文書を持たせて派遣した。なぜなら，〔ピョー
トルは〕かつて，この人物〔ウラジミルコ〕をペレムィシェリにおいて，王〔ゲーザ二世〕の
167）「ウグラ川」(Угла) は，Угол, Ерель, Орель などの別称がある，ドニエプル川下流域左岸の支流。現
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(Шюмеск)，ティホムリ (Тихомль)，ヴィゴシェフ (Выгошев)，グノイニツァ (Гноиниця) のことを指
している。前注の 117 を参照。































177）「晩課」(вечерняя) は，教会の日課（広義の時課 часы）のひとつで，通常は日没からおよそ午後 9
時くらいまの間に教会で行われる奉事を指している。
178）「打つ」という表現には，天使による懲罰が想定されている。
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181）「黒い外衣」(черные мятли) の「外衣」(мятель) は，防寒や旅行時に着る，くぶしまで丈のある袖
のないマントのこと。おもにラシャ地で仕立ててある [Древняя Русь 2015: С. 568]。ここでは，色が
黒いことから「服喪」のための儀礼服として着ていたのだろう。
182）神判の正当性を承認する定型句で，上注 9 および [ イパーチイ年代記 (3)：356 頁 ] も参照。
183）以下にあるように，ヤロスラフ [A1211] はイジャスラフ [D112:I] を父親代わりとして，これに従う
ことを約束しているので，先取りして「わしの父」とイジャスラフを呼んでいるのである。
184）  イジャスラフ [D112:I] とウラジミルコ [A121] が領地をめぐって争い，ウラジミルコ [A121] が和
解の十字架接吻の約定を侵犯したことを指している。









イジャスラフ [D112:I] は，自分の息子ムスチスラフ [I1] を，ポロヴェツ人討伐のため
に，プショール 187）川 (Псел) に向けて派遣した。なぜなら，その頃，〔ポロヴェツ人が〕スー
ラ 188）(Сула) 川で悪行をなしていたからである。しかし，〔ムスチスラフは〕かれらのところに
到達せずに，引き返した。
その秋，父親〔イジャスラフ〕は，ムスチスラフ [I1] を，その継母となる女 189）の出迎えの
ために派遣した。ウラジーミル・アンドレエヴィチ [D181] とベレンディ人も一緒だった。か
れらは，オレシエ 190）(Олешье) まで行ったが，かの女と出遭うことができず，引き返した。
スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] は，イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] とホロブ
186）「あなたの鐙の一方の側を行く」(ездити подлѣ твои стемень по однои сторонѣ тебѣ) の表現は，
相手への服従をあらわす儀礼的な定型句で，「そなたの配下として馬を連ねる」(подлѣ тебе ѣздити) の
かたちでこれまでも現れている。





189）イジャスラフ [D112:I] の再婚相手については，6662(1154) 年の記事の冒頭にもあり，そこでは「ア
バジン人の皇女」となっている，これについてヴォイトヴィチは，グルジア王とビザンツ皇帝ゲオルギ
オス三世の姉妹の間の娘で「ルスダン」(Русдан) という名の女性で，1154 年にイジャスラフが没する
と，グルジアに戻って，宮廷で大きな役割を果たしたとしている [Войтович 2006: С.461-462]。なお，
父親のグルジア王は，バグラティッド朝のデメトリウス 1 世（在位 1125-1155 年 , 1155-1156 年）で，
かれは，父である名君ダヴィド三世（建設王：在位 1089-1125 年）を継いで国王となり，国を拡大し，
西はニコプシアから東はカスピ海のデルベント，北はオセチアから南はアララト山まで勢力を伸ばした。
190）「オレシエ」(Олешье) はドニエプル川河口の州に立てられた城砦で，現在のヘルソン (Херсон) 市か
ら東へ 8km ほどのツュルピンスク (Цюрупинськ)）にその跡地がある。「継母」はアブハジアから黒海
を横切って，ドニエプル川に河口に到達する予定だったと考えられる。
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〔イジャスラフ [D112:I] が〕ティホムリ 195）(Тихомль) へ着いたとき，その場所のかれのとこ
ろへ，弟のウラジーミル [D115] がドロゴブージから，また〔別の〕かれの弟であるスヴャト
ポルク [D114] が【466】ヴラジミルからそれぞれやって来た。ベレスチエ 196）(Берестье) からは，
ウラジーミル・アンドレエヴィチ [D181] がやって来た。こうして，全員がヴラジミルの城市
191）「ホロブリ」(Хоробрь) は，デスナ川右岸に位置し，現在のマコシネ (Макошине) 村の場所にあった
城砦の名前。スヴャトスラフ [C43] が座していたノヴゴロド・セヴェルスキイからは南西に約 90km，
イジャスラフ [C35] のチェルニゴフから東へ（下流へ）約 75km ほどの距離にあり，二つの城市のおよ
そ中間地点にあたっていた。
192）スヴャトスラフ [C43] はユーリイ手長公 [D17] の陣営に属していたが，イジャスラフ・ダヴィドヴ
ィチ [C35] は，1151 年のルート川の合戦の際にイジャスラフ [D112:I] の陣営に寝返っており，両者は
対立関係にあった。ユーリイのスーズダリの地への撤退にともない，有力な同盟者を失ったスヴャトス
ラフ [C43] は，保身のために不利な和議を持ちかけたと考えられる。
193）ここでは，イジャスラフ [D112:I] によるガーリチ公ヤロスラフ [A1211] 討伐遠征の記事が，経緯の
説明もなく突然はじまっている。その事情と理由について，歴史家ソロヴィヨフによると，ヤロスラフ
は誓約にもかかわらず，本心では父ウラジミルコが占領して返還しなかった城市（上注 119 ～ 123 参照）
を返すつもりはなかったという。そして，ヤロスラフ（およびガーリチの貴族たち）は，時間稼ぎをす
るためにイジャスラフをおびき寄せようとしたが，それに気がついたイジャスラフが兵を集めてガーリ
チ遠征を行ったとする [Соловьев 1988: C.470-471]。
194）「肉断ちの主日」(неделя мясопустая) が，2 月 7 日（1154 年）に相当することから，この「３週前












イジャスラフ [D112:I] は，ウラジーミル・アンドレエヴィチ [D181] と自分の息子ムスチス
ラフ [I1]，また黒頭巾族を派遣して，セレト 198）(Серет) 川を挟んで，かれら〔ガーリチの軍勢〕





















(Стінка; Стянка) 村に相当すると考えられる。テレボヴリからだと，北西に 87km ほど離れている。
198）「セレト」（Серет）川は，ドニエストル川の左岸支流。
199）「テレボヴリ」(Теребовль, Теребовл, Тереболь) の城市は，セレト川支流グネズダ (Гнезда) 川右岸
の，ヴォルィニ領との境界に位置していた。ブジスク（現在のブスク）から南東に 105km ほど離れている。
現在のテレボヴリャ (Теребовля) 市に相当する。伝統的にガーリチ公の分領公が座していた。
200）「テオドロスの主日」(Федорова недѣля) とは，移動祭日で，大斎第 1 週の主日（日曜日）に相当
する。1154 年は 2 月 14 日に相当していた。それゆえ，その週の火曜日は，1154 年 2 月 16 日になる。
[Бережков 1963: С. 156]
201）「スノフ」 (Снов) については，これまでチェルニゴフの地デスナ川右岸の支流の名称として年代記に
記されてきているが，ここでは別のガーリチ地方の地名。ただし，位置などの詳細は不明。
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イジャスラフ [D112:I] は，ガーリチ人を追い払った 202）。かれの兄弟たち〔諸公〕は逃げ出した。
こうして，ヴラジミルの公スヴャトポルク [D114] は逃げ出し，かれを追うようにしてウラジー































イジャスラフ [D112:I] は，自分の息子ムスチスラフ [I1] を，その継母となる女 204）の出迎え








済的な拡大を狙ってなされたものだとしている [Толочко 2014: С. 170-171]。
206）「皇女」は原文では царевъ дщерь つまり「皇帝の娘」となる。かの女は，グルジア王とビザンツ皇
帝ゲオルギオス三世の姉妹の間の娘であることから，この「皇帝」はビザンツ皇帝を指すと考えるべき
だろう。
207）ドニエプル川の早瀬 (порог) は河口から 300km ほど遡った地点，現在のドニエプル＝ペトロフスク
とザポロジエの間に相当する（現在は水没）（[ ロシア原初年代記 : 971 年の注 13：399 頁 ] も参照）。
アブハジアから黒海を経てやってきた船はこの地点では川を航行できないため，キエフ公からの出迎え
と助けを必要としたのだろう。
208）原語は Ярославича とあるが，これは明らかに Ярослава の誤記である。
209）このノヴゴロド公交替の政変については『ラヴレンチイ年代記』の同じ 6662(1154) の項に全く同じ
並行記事がある。また，『ノヴゴロド第一年代記』では 6662(1154) の項に「ノヴゴロド人はヤロスラフ
[I2] を 3 月 26 日に追放し，4 月 17 日にムスチスラフの子ロスチスラフ [D116:J] を連れてきたとある」。
　　ヤロスラフ [I2] は父イジャスラフ [D112:I] によって 6656(1148) 年の秋にノヴゴロド公に据えられ，
約 5 年半という長い間支配公を勤めていた。かれの追放については詳しい記述はないが，ソロヴィヨフ
はヤロスラフが市民との約定を破ったことが原因と推定しており [Соловьев 1988: С. 480]，ヤーニン
は都市内の貴族の対立によるものではなく，公の抑圧に反発した民衆の暴動によるものではないかと考
えている [Янин 1962: С. 99]。
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を〔公として〕据えた 210）。
この年，スヴャトポルク・ムスチスラヴィチ [D114]が，コルチェスク 211）(Кочерьск)で逝去した。
かれが，自分の兄のイジャスラフ [D112:I] の援軍として出陣したからだった 212）。イジャスラフ
[D112:I] は，神が弟を召したことを聞くと，自分の弟を〔追悼して〕泣いた。











ラフ [D112:I] の死のときにロスチスラフ [D116:J] はスモレンスクに滞在していたことから考えて，ロ
スチスラフは息子のロマン [J1] を代官として短期にノヴゴロドに派遣した可能性はある。
　　なお，ロスチスラフは，兄イジャスラフ [D112:I] の死を受けて，1154 年の 11 月にはキエフ大公位
に就き，それに伴いノヴゴロドの公位は息子のダヴィド [J3] に委ねている。
211）「コルチェスク」は原文では「コチェルスク」(Кочерьск) となっており，Кореческ, Кореик, 
Корческ とも表記され，ヴォルィニ公領の東端の，ヴラジミルから東南東へ約 200km，ドロゴブージ
からなら東へ 50km 程度の地点に位置していた城市のこと。現在のウクライナのコレツ (Корець) 市に
相当する。[ イパーチイ年代記 (4)：335 頁，注 73] も参照。
212）スヴャトポルク [D114] は，1151 年からヴラジミルの公の座についており，先のイジャスラフ








イパーチイ年代記 (3): 375 頁（注 239）などを参照）からみて，1154 年 4 月 23 日の聖ゲオルギオスの
日に，スーズダリを出陣したと推定している。
215）「コゼリスク」 (Козельск) は，オカ (Ока) 川の支流ジズドラ (Жиздра) 川沿いの城市で，スーズダリ
からノヴゴロド・セヴェルスキイへと向かう道程のほぼ中間地点に位置している。[ イパーチイ年代記
(3)：330 頁，注 5] も参照。
－ 266 －
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て来た 216）。ユーリイ [D17] は，協議をして，息子のグレーブ [D178] をポロヴェツ人のもとに派
遣して 217），自分はスーズダリへと帰還した。



















本記事しか情報がない。グレーブ [D178] 自身は，翌年（1155 年）にイジャスラフ・ダヴィドヴィチ
[C35] の娘と再婚している（下注 330 参照）。
219）「十字架挙栄の日」(Ставровъ день) は，9 月 14 日（1154 年）に相当する。
220）この丸括弧内の語句はイパーチイ写本にはなく，フレーブニコフ写本・ポゴージン写本にある読みで
ある。
221）聖使徒ピリポの日（通常この日から降誕祭の斎が始まる）は 11 月 14 日に祝われ，1154 年のこの日
は日曜日に当たっていた。イジャスラフは 2 ヶ月の間死の床にあったことになる。
222）『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では，「その年の秋，11 月 13 日にイジャスラフ・ムスチスラヴィ
チが逝去した」と簡単に記されている。『ノヴゴロド第一年代記』では「イジャスラフ [D112:I]」がキ
エフで 11 月 14 日に逝去した」としている。
223）ムスチスラフ [D11] が定礎し，その一族のいわば菩提寺であるキエフのテオドロス修道院（教会）
については，[ イパーチイ年代記 (2)：303 頁，注 109] を参照。
224）自分が先に死ぬべき順番だったということ。イジャスラフ [D112:I] の遺体を前に「嘆いて」いると
ころから，この「場所」は棺を指していると考えられる。
－ 266 － － 267 －
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イジャスラフ [D112:I] の息子ムスチスラフ [I1] は，自分の父の遺体に布を巻くと，かれの棺
に拝礼して，それから自分のペレヤスラヴリへと帰って行った。
チェルニゴフのイジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] のもとに〔イジャスラフ [D112:I] の死
の〕報がもたらされた。かれは，何事も遅れをとることなく，キエフへと出発した。
ヴャチェスラフ [D16] のもとに，イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] がドニエプル川の渡







ヴャチェスラフ [D16] は，ムスチスラフ 226）[I1] および家臣たちと協議して，かれ〔イジャス
ラフ [C35]〕をキエフの城内に入れなかった。なぜなら，【470】まだロスチスラフ [D116:J] が，
スモレンスクからキエフへ来ていなかったからである。
イジャスラフ [C35] は，再びチェルニゴフへと戻った。
ヴャチェスラフ [D16] は，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] を召喚するため









スチスラフは協議してからペレヤスラヴリに帰ったのだろう。[Вилкул 2005: С. 40]
227）当時スヴャトスラフ [C411:G] は，キエフから近いドニエプル沿岸の城市リューベチ (Любеч) で公
支配をしていたと考えられる（上注 145 及び 166 を参照）。
－ 268 －
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にも，自分の叔父スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] にも知らせず 228），キエフのヴャチェス
ラフ [D16] のもとに行った。そして，キエフで，ヴャチェスラフ [D16] のもとに滞在し，ロス
チスラフ [D116:J] がスモレンスクから来るのを待った 229）。
イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] とスヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] の二人は，スー




ロスチスラフ [D116:J] は，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] の出迎えを受け
て，二人は自分たちの父であるヴャチェスラフ [D16] に拝礼するために出かけた。ヴャチェス









229）ヴャチェスラフ [D16] がスヴャトスラフ [C411:G] をキエフに呼び出したのは，イジャスラフ




に据えた後で，ノヴゴロドからキエフへと向かったことが考えられる。[ ノヴゴロド第一年代記 [II]: 23
頁 ]
230）イジャスラフ [C35] は，このままではキエフ大公位はロスチスラフ [D116:J] の手に渡ると考えて，
すでに和議を結んで「ひとりの人間のようになる」ことを約束していたスヴャトスラフ・オリゴヴィチ
[C43] とともに，ユーリイ [D17] と組んでキエフ大公位を狙うことを図ったのである。スヴャトスラフ・
フセヴォロドヴィチ [C411:G] の「転向」もまた，ユーリイとの同盟を促すきっかけになっただろう。
231）ヴャチェスラフ [D16] は 1097 年のクリャジマ河畔の戦闘に参加していることから，1080 年代中頃
には生まれていたと考えられているので，1154 年当時は 70 歳前後だったろう。当時の平均寿命からす
れば，かなりの老齢ということになる。
232）ヴャチェスラフ [D16] がイジャスラフ [D112:I] にキエフ大公として約定を結ぶ権限を与えたことに
ついては，[ イパーチイ年代記 (4)：360 頁，注 189] を参照。
－ 268 － － 269 －
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の兄イジャスラフ [D112:I] は，ヴャチェスラフ [D16] に名誉を与えました。そのように，あな
たも名誉を与えてください。キエフは，生涯にわたってあなたのものです」。
ロスチスラフ [D116:J] は，自分の姉妹の息子である 234）スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィ
チ [C411:G] に言った。「見よ，そなたにトゥーロフとピンスクを与える 235）。これは，そなたが，









234）スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] の母は，ムスチスラフ [D11] の娘マリヤである。
235）トゥーロフやその付属都市ピンスクは，キエフ公領の中でも豊かで重要な地位を占めると見なされて
いた。スヴャトスラフ [C411:G] は，まだ若い頃の 1142 年に父親のフセヴォロド [D41] からトゥーロ
フを領地として受け取り，公支配をしたことがあった。かれは，いわば旧領に戻ったと見ることもできる。
236）キエフを指している。





















ラフ [D116:J] とスヴャトスラフ [C411:G]〔があとから来ること〕を恐れていたのである。
スヴャトスラフ・ロスチスラヴィチ [J4] は，ポロヴェツ人を追い払うと，自分の父のもと















241）イジャスラフ [D112:I] の死に際して，ヴャチェスラフ [D16] によってキエフ入城を断られたチェル
ニゴフ公イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] は，ユーリイ [D17] と結んでキエフ大公位の奪取を図
っていた（上注 230 参照）。のちの記述でわかるように，ユーリイ [D17] の軍勢はヴォルガ川＝ドニエ
プル川の行路でキエフに向けて遠征を開始しており，ロスチスラフ [D116:J] は，ユーリイ [D17] の援
軍がチェルニゴフに到達する前に，イジャスラフ [C35] をチェルニゴフから追放するか，和議による懐
柔でキエフ大公位を守ることを狙ったのである。
－ 270 － － 271 －
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ア〔教会〕の，かれ〔ヴャチェスラフ〕の曾祖父ヤロスラフ [13] と父ウラジーミル 244）[D1] が
安置されている場所に，かれの棺が安置されたのである。
こうしてロスチスラフ [D116:J] は，かれ〔ヴャチェスラフ〕の遺体を布で巻く 245）と，ヤロ






242）『ノヴゴロド第一年代記』の 6662(1154) 年の記事では，「その年の冬にヴャチェスラフ [D16] が逝去
した」とある。マフノヴェツは，ヴャチェスラフの死亡の日を 1154 年の 12 月 11 日に当たるとしてい
るが，確証はない。
243）ヴャチェスラフ [D16] は，キエフを迂回してチェルニゴフへと向かうロスチスラフ [D116:J] を，馬
に乗って城外で出迎え，見送ったのだろう。
244）ウラジーミル・モノマフ [D1] の遺体がソフィア聖堂に安置されていたことについては，[ イパーチ
イ年代記 (2)：295 頁，注 61] を参照。
245）ここでは，「遺体を布で巻く」(спрятати тѣло) ことは，葬儀を主宰することとほぼ同義で用いられ
ている。年代記における公族の葬儀の描写では，「遺体を布で巻く」行為は，父親の死に際して息子
が行うことが目立っており（ヤロスラフ賢公の葬儀ではフセヴォロド [D] が行っている [ 原初年代記











チスラフ [D11] の妃である自分の母親 249）にも指示を与えた。
そして，自分自身〔ロスチスラフ〕は，残されたヴャチェスラフ [D16] の従士たちを率いる
と，〔ドニエプル川〕の対岸の，自分の部隊のところへと向かった 250）。そして，かれは，スヴャ














イジャスラヴィチ [I1] は，〔チェルニゴフの近くまで〕やって来ると，ボロヴェス 253）(Боловес)
249）ロスチスラフ [D116:J] の実母は，通説ではスウェーデン人のクリスチン (Kristin Ingesdottir) で，
1122 年に死去しているので，この「母親」はかれの継母を指している。かの女は，ムスチスラフ [D11]
が 1122 年に再婚した相手であり，ノヴゴロドのドミートリイ・ザヴィドヴィチの娘（[ イパーチイ年
代記 (2)：291 頁，注 30] を参照）である。当時はキエフの丘ウラジーミル街区の「ムスチスラフの館」
に住んでいた。（[ イパーチイ年代記 (3)：354 頁，注 136] を参照）







253）「ボロヴェス川」 (Боловес) は，デスナ川右岸の支流で，現在のビロウス川 (Білоус: Белоус) のこと。
チェルニゴフの内城から西へ 5km ほど離れた場所にある。
－ 272 － － 273 －
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なぜなら，〔イジャスラフ [C35] は〕すでに使者を派遣して，グレーブ・ユーリエヴィチ [D178]
と，ペレヤスラヴリでかれ〔グレーブ〕とともに戦ったポロヴェツ人をこっそりと引き入れて
いたからである 257）。















255）つまり，イジャスラフ [C35] が，依然としてキエフの大公位を狙っている叔父のユーリイ [D17] と
同盟しないこと，を意味している。
256）戦争によって決着をつけることを表現する定型句。[ イパーチイ年代記 (2): 320 頁，注 192] を参照。
257）このあたりの事情について，『ノヴゴロド第一年代記』の 6662(1154) 年の最後の記事は，「〔ロスチ
スラフ [D116:J]〕は撃ち破られた，だまされたのである」(побѣдиша и, прельстивше) と，イジャス
ラフ [C35] のポロヴェツの援軍を使った巧妙な戦いの勝利を表現している。















リにたどり着くと，自分の妻 260）を連れて，ルチェスク 261）(Луческ) へと向かった。
他方，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] は，逃走中にポロヴェツ人によって







260）このムスチスラフ [I1] の妻とは，1149 ～ 1151 年頃にムスチスラフと結婚した，ポーランドのボレ
スワフ曲唇公の娘アニェスカ (Agnieszka) と推定されている [Balzer 1895 S. 181–183]。かの女につい
ては後年の記事でも言及されており，年代記記者には親しい存在だったのだろう。
261）ルチェスクは，ヴラジミルの東南東，スティリ川左岸に位置する城市。1149 年には，イジャスラフ
[D112:I] が，ユーリイ [D17] との戦いでここを拠点として利用している。また，1151 年の夏，サポグ
ィニ でウラジミルコ [A121] に敗れたムスチスラフ [I1] は，従士たちを連れてこの「ルチェスク」へと
逃げ込んでいる。（上注 63 参照）おそらく，ムスチスラフ [I1] にとってこの城市は，父から受け継い
だ領地だったのだろう。
262）『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では，ムスチスラフ [I1] とスヴャトスラフ [C411:G] の二人が，「キ
エフ方面へと逃げ出し」，スヴャトスラフ [C411:G] はその途中でポロヴェツ人の捕虜になったと書かれ
ている。




意図的な行為だった可能性があるとしている [Соловьев 1988: С. 474]。実際に，当時キエフの公位を
狙っていたイジャスラフは，キエフ人の支持を必要としてた。
－ 274 － － 275 －








そして，〔イジャスラフ [C35] は〕グレーブ [D178] を，ペレヤスラヴリに，公として支配さ
せるために派遣した 266）。
イジャスラフ [C35] は，〔ノヴゴロド・セヴェルスキイの〕スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43]
に使者を遣って，相談を始めた。それは，イジャスラフ [C35] がキエフの公座に就き，スヴャ






265）この主教デミアン（もしくはダミアン）(Демиан; Дамиан) は，1147 年夏にクリメント・スモリャ
ティチが，ルーシの主教たちの手で府主教に選出されたとき，「ユーリエフ」の主教として，クリメン
ト支持グループの一員として主教会議に参加していた（[ イパーチイ年代記 (3)：340 頁 ] 参照。本記事
の 1155 年 1 月～ 2 月の時点では「カーネフ」となっており，この 7 年の間に主教座がユーリエフから




エフについても，1148 年夏にキエフ公イジャスラフ [D112:I] が，ベルゴロド主教フェオドルをチェル
ニゴフへ使者として派遣している。（[ イパーチイ年代記 (3)：366 頁，注 190] を参照）
266）翌年の 1155 年に，グレーブ [D178] はイジャスラフ [C35] の娘と結婚することになる。この時点で
すでにイジャスラフ [C35] とグレーブ [D178] は，ユーリイ [D17] を通して同盟関係を形成している。
267）「御堂」(божница) は次の「ボリスとグレーブ教会」と同じものを指している。この聖堂は，1117 年






チェスラフ [D16] が死に，ロスチスラフ [D116:J] は打ち負かされ，イジャスラフ・ダヴィドヴィ
チ [C35] がキエフに座している。また，あなたの息子グレーブ [D178] は，ペレヤスラヴリに
座している」と。
その時，ノヴゴロド人がユーリイ [D17] のもとにやって来て，かれのもとから，息子のムス
チスラフ [D17j] を，自分たちの公として連れて行った 268）。




ムスチスラフ [D17j] のノヴゴロドへの招聘の事情がやや詳しく書かれている。前年の 11 月半ばにイジ
ャスラフ [D112:I] の死を知って，ロスチスラフ [D116:J] は息子のダヴィド [J3] をノヴゴロドに残して
自らはキエフに向かった。ダヴィド [J3] はノヴゴロド人と公との間の約定を守らず破ったために，ノヴ
ゴロドの怒りを買って追放された（1155 年 1 月頃）。ノヴゴロド人は主教ニフォントと上級市民からな
る高級使節団をユーリイ [D17] のもとに派遣して息子を公として送るよう要請した。この頃，ユーリイ
[D17] もすでにイジャスラフ [D112:I] の死を受けて，キエフの公座を狙って遠征を始めており，ノヴ
ゴロド側はユーリイ [D17] がキエフ公になることを見越して，かれの権威に頼ろうとした可能性が強い。
実際，1155 年 3 月にユーリイ [D17] がキエフの公となり，『ノヴゴロド第一年代記』の記者は，「ルー
シの地は平静になった」と満足の意を表明している（下注 288 を参照）。
　　そして，ユーリイ [D17] はおそらく，息子のムスチスラフ [D17j] 遠征に同行させ，その途上でノヴ






説では，現在のロシア連邦ブリャンスク州のラズリトエ (Разрытое) 村（イプーチ (Ипуть) 川上流左岸）
に同定されており，この場所はスモレンスクまでは西北西に約 213km，スタロドゥーブまでは南南西
に約 41km の距離がある。[РУИНА.RU: Разрытое]
－ 276 － － 277 －
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陣を張った 270）。









ユーリイ [D17] はキエフへ向けて出発し 272），ロスチスラフ [D116:J] は自分の〔領地である〕
スモレンスクへと〔出発した〕。
6663〔1155〕年
ユーリイ [D17] の姻戚〔娘の舅〕であるスヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] が，ラドシ
チ 273）(Радощ) とシニン・モスト 274）(Синин мост) で，かれ〔ユーリイ〕を出迎え，二人は協議した。
270）この段落の記述は不思議である。敗走してスモレンスクに逃げ戻って来たばかりのロスチスラフ




だろう（[Вилкул 2005: С. 43] 参照）。
　　なお，ソロヴィヨフは，この「非常に多数の兵」はロスチスラフがユーリイとの和議を有利にするた







273）「ラドシチ」(Радощ) は，デスナ川右岸支流スドスチ川 (Судость) の中流域右岸にあった城市で，現
在のポガル (Погар) 市に相当する。スタロドゥーブからだと東へ約 34km ほどの所になる。




その時また，〔スヴャトスラフ・〕フセヴォロドヴィチ [C411:G] も，スタロドゥーブ 275）でかれ
〔ユーリイ〕を出迎え，かれ〔ユーリイ〕に向かって叩頭して 276），「わたしは正気を失っていま
した」と言った。
スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] は，自分の姻戚のユーリイ [D17] に懇願して，自分の
甥の〔スヴャトスラフ・〕フセヴォロドヴィチ [C411:G] を，親愛をもって受け入れるように
言った。ユーリイ [D17] は，この者〔スヴャトスラフ [C411:G]〕に和平を与えた。〔この者は〕
叔父であるユーリイ [D17] に対して，すべてかれの意志に従うことを，十字架接吻〔によって




その時，スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] は，キエフにいる自分の兄弟イジャスラフ [C35]
に【478】使者を派遣して，かれにこう言った。「兄弟よ，キエフから出て来られよ。ユーリイ








ラフ [C35] が，ポロヴェツ人の捕虜となったスヴャトスラフ [C411:G] を身受けした後に，かれにチェ
ルニゴフ領の北にある城市スタロドゥーブを与え，そこに住まわせていたのだろう。
276）「かれに向かって叩頭」(удари ему челомъ) する儀礼は，通常の服従の拝礼 (поклон) よりも度合い
が強い服従を表現している。このことは，次の「わたしは正気を失っていた」(избезумилъся есмь) と
いう言葉（ヴャチェスラフ [D16] ＝ムスチスラフ [D116:J] 側についたことについての弁解）からも推
察することができる。
277）「自分とともに」(съ собою) は，『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では「自分のあとから」(по 
себѣ) になっている。
278）すぐ上に「スヴャトスラフ [C411:G] がスタロドゥーブでユーリイ [D17] を出迎え」たとあるが，こ
れと同じ事を繰り返しているのだろう。『イパーチイ年代記』編集上のダブりと考えられる。
279）このときチェルニゴフには，イジャスラフ [C35] との取り決めによって，スヴャトスラフ・オリゴ
ヴィチ [C43] が公として支配していた。スヴャトスラフ [C43] は，ユーリイ [D17] とイジャスラフ
[C35] との仲介を引き受け，イジャスラフ [C35] をチェルニゴフに呼び出して，交渉と和議の場を設け
ようとしたのである。
280）「われら二人が呼んだ」ことについては，上注 230 を参照。
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スヴャトスラフ [C43] はチェルニゴフに陣取り，ユーリイ [D17] はモロヴィイス
ク 281）(Моровииск) に陣を張った。そして，ユーリイ [D17] は，イジャスラフ [C35] に使者を遣っ
て言った。「キエフはわが父の地である。そなたの〔父の地〕ではない」。




ユーリイ [D17] は，慈愛を示して，かれ〔イジャスラフ [C35]〕への怒りを解いた。こうして，
イジャスラフ [C35] はキエフを出た 285）。
ユーリイ [D17] のキエフにおける公支配の始まり
このようにして，ユーリイ [D17] は，神に感謝して，キエフに入城した 286）。かれ〔ユーリイ〕
281）「モロヴィイスク」(Моровииск) は，デスナ川右岸にある城砦で，現在のモリフシク村 (Морівськ)
に当たる。チェルニゴフからは約 53km，キエフからは約 74km の距離にあり，二つの都市を結んだほ
ぼ中間地点に位置している。








285）『ノヴゴロド第一年代記』の 6663(1155) 年の記事によれば，イジャスラフ [C35] はキエフを出て，「チ
ェルニゴフへ逃げた」としている。上述のスヴャトスラフ [C43] の申し入れを結果的に受け容れたこと
になった。
286）  ユーリイ [D17] のキエフ入城について，『ノヴゴロド第一年代記』の 6663(1155) 年の項では，「柳
の日曜日にユーリイがキエフに入り，公座に就いた」とある。柳の日曜日 (вербьниця) とは復活祭一週







た 287）。アンドレイ [D173] はヴィシェゴロド〔の公座に〕着けた。ボリス [D170] は【479】トゥー
ロフ〔の公座に〕に着けた。グレーブ [D178] はペレヤスラヴリ〔の公座に〕着けた。ヴァシ
リコ [D174] はロシ川河岸地域 288）〔の公座に〕に着けた。
この年の秋 289），ポロヴェツ人が襲来して，ロシ川流域を掠奪した。ヴァシリコ [D174] はベ
レンディ人とともに，かれらに追い付いて撃ち殺し，あるいは捕虜に獲り，栄光と名誉をもっ
て，父のもとに帰還した。
その時，スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] のもとに 290），かれの甥のスヴャトスラフ・
フセヴォロドヴィチ [C411:G] がやって来た。そして，十字架接吻をして〔誓った〕。そし
て，〔スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43]〕は〔スヴャトスラフ [C411:G] に〕3 つの城市を
287）ユーリイ [D17] は，1149 年にキエフに座したときも同様に，遠征に伴ってきた息子たちを，キエフ




288）1149 年のユーリイのキエフ支配のときには，ヴァシリコ [D174] はスーズダリに残されたが，今回
は遠征に同行して，公座を与えられている。かれが得た「ロシ川河岸地域」(Поросье) は，ベレンディ






290）スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [D43] は，チェルニゴフをイジャスラフ [C35] に譲り渡したあと，
旧領のノヴゴロド・セヴェルスキイへ移ったと考えられる。
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与えた 291）。スノフスク 292）(Сновеск) は取り上げた。コラチェフ 293）(Корачев)，ヴォロティネス
ク 294）(Воротинеск) も〔取り上げた〕は自分で取った。なぜなら，かれ〔スヴャトスラフ [C411:G]〕
は，かれ〔スヴャトスラフ [C43]〕から背いたからである。そして，スヴャトスラフ・オリゴヴィ
チ [C43] は，スノフスクへ向けて出発した。
その時，イジャスラフ [C35] は，〔スヴャトスラフ [C43]〕をそそのかして，ユーリイ [D17]
討伐の戦争を始めようとした。しかし，スヴャトスラフ [D43] は，かれ〔イジャスラフ〕にそ
うさせなかった。
この年，ユーリイ [D17] は，ユーリイ・ヤロスラヴィチ 295）[B321] を 296），ジロスラフ
291）この 3 つの城市がどこであるかは不明。
292）「スノフスク」(Сновьск) は，デスナ川右岸の支流スノフ (Снов; Сновь) 川の河岸に建設された城砦。





置している。1146 年に，兄イーゴリ [C42] の捕縛をめぐって，スヴャトスラフ [C43] とイジャスラフ








296）ユーリイ・ヤロスラヴィチ [B321] は，1144 年に当時のキエフ大公フセヴォロド [C41] の主導でグ
ロドノ公フセヴォロドコ [F11] の娘と結婚しており，フセヴォロド一族と近い関係にあった。この頃も
スヴャトスラフ [C411:G] と行動をともにしていたと考えられる。そのため，スヴャトスラフがユーリ
イ [D17] に臣従したときに，同時にユーリイ [D17] の指揮下に入ったのだろう。
　　ユーリイ・ヤロスラヴィチ [B321] の父のヤロスラフ [B32] は，1123 年にヴラジミル包囲戦で殺され，
それ以降，ヴラジミルの城市はムスチスラフ [D11] 一族の手に渡ったという経緯がある。かれはまた，
1149 年のユーリイ [D17] とイジャスラフ [D112:I] との抗争のときにも，イジャスラフ [D112:I] に対
する強い敵対心を示している（[ イパーチイ年代記 ](4)：330 頁参照）。このような，自らの一族がかつ
て所有していた領地（ヴラジミル，ルツクなどヴラジミル地方）をめぐる，ムスチスラフ [D11] ＝イジ




(Жирослав) とヴャチェスラフの孫たち 297）と共に，ムスチスラフ・イジャスラヴィチ [I1] を
討伐するために派遣した。そして，かれ〔ムスチスラフ〕をペレソプニツァからルチェスク
へ 298）と追いやった。それから，ユーリイ [D17] は自分の娘婿 299）であるガーリチのヤロスラフ
[A1211] に対して，ルチェスクへ進軍して，かれ〔ムスチスラフ〕を討伐するよう命じた。ム




ては，1146 年の記事が参考になる [ イパーチイ年代記 (2)：346 頁（注 373）]。この時，イジャスラフ





　　その関係からまた「ヴャチェスラフの孫たち」も理解できる。ヴャチェスラフ [D16] には，1130 年
におそらくトゥーロフで死去した息子ミハイル [D161] がいた（[ イパーチイ年代記 (2)：303 頁 ] 参照）。
また，『イパーチイ年代記』1165 年の項には，「ヴャチェスラフの孫」(Вячеславль внукъ) のロマン






していたムスチスラフ [I1] は，ユーリイ [D17] がキエフの公座に就いたことを聞いて，討伐遠征を企て，
軍を東へと進めていた途中だったのだろう。
299）1150 年に，ユーリイ [D17] は，共通の敵であるイジャスラフ [D112:I] に対抗するため「自分の別の
娘」をガーリチのヤロスラフ [A1211] に嫁がせている。[ イパーチイ年代記 (4)：333 頁（注 62）]
300）ムスチスラフ [I1] は，妻のアニェスカ（ボレスワフ三世の娘）（上注 260 参照）とのつながりを頼っ
て，援助を要請するためにポーランドへ (в ляхи) 行ったのだろう。当時のポーランドは，妻の兄弟であ
る大公ボレスワフ四世（巻毛公）の治世だった。
301）この丸括弧部分はイパーチイ写本では欠落しており，フレーブニコフ写本の読みを採用した。
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スラヴィチ 302） [D115] とともに，ルチェスクを包囲した。しかし，なんの成果もなく引き返した。
ユーリイ [D17] は，自分の甥ロスチスラフ [D116:J] を召喚するための使者をスモレンスクへ
派遣して，かれ〔ロスチスラフ〕に言った。「息子よ，わしがルーシの地をともに保持してい
くべきは，そなたとである。ここへ来たれ 303）」。




もに 306）死にます。あなたの名誉のために戦場に斃れます」。ユーリイ [D17] は，かれら〔ベレ
ンディ人〕に強いて〔捕虜を解放させる〕ことはしなかった。そして，〔ユーリイは〕ポロヴェ
ツ人に贈物を与えて，かれらを故郷へと引き返させ 307），自分はキエフへと向かった。
302）ウラジーミル [D115] は，1152 年に，兄のジャスラフ [D112:I] の指揮下で，ムスチスラフ [I1] とと
もに，ガーリチ公ウラジミルコ [A121] に対抗し，1154 年 2 月頃のテレボヴリ郊外の戦いでは，イジ
ャスラフ [D112:I] の連合軍の一員として，ガーリチ公ヤロスラフ [A1211] を撃ち破っている。その後，
年代記にはウラジーミル [D115] についての言及はないが，あとの記述から推測して，この時点（1155
年夏頃）ではヴラジミルで公支配をしていたと思われる。
　　ウラジーミル [D115] は，おそらく，ユーリイ [D17] のキエフ公就位と兄ロスチスラフ [D116:J] の
屈服という情勢の変化を受けて，ガーリチのヤロスラフ [A1211] と和を結び，ルチェスクへのムスチス
ラフ [I1] 討伐に参加したのだろう。
　　なお，ウラジーミル [D115] に対する「継母の子」(мачешич) の呼び名（かれは，父ムスチスラフ
[D11] と後妻のノヴゴロド市長官ドミートリイの娘との間にできた息子である。注 249 も参照）は，か






ちを支配する拠点となる城市であり，この頃には主教座もあった（注 265 参照）。下注 306 のヴァシリ
コ [D174] もおそらくこの場所に公として座していたのだろう。
305）上注 289 にある，1155 年秋のポロヴェツ人のロシ川流域来襲のときに，ベレンディ人によって捕獲
されたポロヴェツ人捕虜を指している。
306）「あなたの息子とともに」(с твоимъ сыномъ) は『イパーチイ年代記』の記者・編者による加筆部分で，







その頃，ユーリイ [D17] の妃が，自分の子供たち 308）とともに，スーズダリからスモレンス





処すること〕を懇願し始めた 309）。ユーリイ [D17] は，これを聞き入れた。そこで，ロスチスラ
フ [D116:J] は，自分の兄弟のウラジーミル [D115] を呼び寄せるために，ヴラジミルへ使者を
派遣した。また，ムスチスラフ [I1] とヤロスラフ [I2] を呼び寄せるためにルチェスクへ使者を
派遣した。
そして，〔ロスチスラフ [D116:J] は〕二人〔ウラジーミル [D115] とヤロスラフ [I2]〕をかれ
らの部隊とともに，自分の父方の叔父〔ユーリイ〕のところに連れて行った 310）。
しかし，ムスチスラフ [I1] はヴラジミルに残った。ムスチスラフ [I1] は，「ユーリイ [D17]
は自分を捕らえるだろう」と言って〔キエフへ〕行こうとはしなかった。
ユーリイ [D17] は，親愛をもって二人〔ウラジーミル [D115] とヤロスラフ [I2]〕を受け入れた。
かれ〔ユーリイ [D17]〕は，ムスチスラフ [I1] へは，使者に〔十字架〕接吻の〔誓いの〕ため
の十字架を持たせて 311）派遣した。【481】そして，かれ〔ムスチスラフ〕を親愛をもって受け
入れた。





309）「兄弟の息子たちについて〔善処すること〕を懇願」(поча ся молити о братанѣх) とは，ヴラジミ
ル地方でユーリイ [D17] への対抗を続けているムスチスラフ・イジャスラヴィチ [I1] とヤロスラフ・
イジャスラヴィチ [I2] の二人を討伐せずに，和を結んでかれらを赦すことを意味している。
310）ウラジーミル [D115] とヤロスラフ [I2] の二人は，配下の従士たちを引き連れてキエフに参上し，ロ
スチスラフ [D116:J] の導きによって，キエフ公となったユーリイ [D17] に忠誠の宣誓（十字架接吻）
を行ったのである。
311）上注 114 参照。ここでは，キエフに召喚したムスチスラフ [I1] がやって来ないために，次善の策と
して，十字架を持たせた使者を派遣して，忠誠の宣誓をさせたのだろう。
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この年，ポロヴェツ人が再び，和を結ぶために 312）やってきた，そして，スポイ川 313）のやや
上流のドゥブニツァ 314）(Дубница) に陣営を置いた。ユーリイ [D17] は，自分の甥たち，すなわ







ミル [D115]〕と評議して，〔チェルニゴフの〕イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] のもとに
使者を派遣した。そして，こう言った。「そなたは，和を結ぶためにわれらのもとに来るのか，
それとも，見よ，われらがそなたの所に〔行くの〕か 316）」。イジャスラフ [C35] は，ユーリイ
[D17] がその甥たちと集合しているのを見て，かれらに対して，十字架接吻して〔誓った〕317）。
そこで，ユーリイ [D17] は，甥たちを解散させた。ロスチスラフ [D116:J] は，自分の叔父ユー
リイ [D17] に拝礼して，自分のスモレンスクへと出発した。かれの兄弟のウラジーミル [D115]
はヴラジミルへ，ヤロスラフ [I2] はルチェスクへと出発した。
その時，ユーリイ [D17] は行って，イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] およびスヴャトス











317）以下に記されるルタヴァでの会合で（次注 318），イジャスラフ [C35] は，ユーリイ [D17] に忠誠を
誓う十字架接吻の儀式を行ったのだろう。そのことを指している。
318）「ルタヴァ」(Лутава) は，デスナ川右岸で，オステル川河口のユーリイの拠点城市だったゴロデツの




その時，ユーリイ [D17] は，イジャスラフ [C35] にはコルチェスク 319）(Корческ) を，スヴャト





の船で帝都からもたらされたもので 323），30 グリヴナ 324）を超える黄金で飾られていた。さらに，
銀，宝石，大粒の真珠でも飾られていた。〔アンドレイは〕こうして，このイコンを装飾すると，




に相当する。プリピャチ川河口まで 125km ほど離れており，そこからキエフまでさらに 85km ほどある。
ここも，所領としての利得に乏しい遠方の城市である。
321）これについて，16 世紀の「トヴェーリ年代記」(Тверская летопись) の 6663(1155) 年の項では「ア
ンドレイ・ユーリエヴィチ公はキエフでいとも浄い聖母のイコンを取った。それは，ルカの手になるも
ので，帝都からかれの父のもとに運ばれたものだった。かれ〔アンドレイ〕はそれを持ってスーズダリ
へ行った。そのことについて，かれの父はかれに対して非常に憤慨した (негодоваша на него велми 
о томъ)」としてアンドレイの公位が父ユーリイの意に反していることが強調されている [ПСРЛ Т.15, 
1863: Стб. 223]。
322）これは，現在トレチャコフ美術館に所蔵されている「ウラジーミルの聖母」のイコンを指している。
1163 ～ 1164 年の成立と推定される『ウラジーミルの聖母の奇蹟物語』によれば，ヴィシェゴロドの「聖
母女子修道院」(женский монастырь Пресвятой Владычицы нашей Богородицы) に安置されていた
ものを持ち去ったとしている [БЛДР Т. 4: С. 218]。
323）1136 年に完成したキエフのピロゴシチャ聖母聖堂に奉納されたビザンティン渡来の聖母像。「ウラジ
ーミルの聖母」と一緒にコンスタンティノポリスからもたらされた。[ イパーチイ年代記 (2)：306 頁，
注 118] を参照。
324）当時の重量単位としてのグリヴナ（約 200 グラムに相当）については，[ イパーチイ年代記 (2)：332
頁 ] を参照。30 グリヴナなら，黄金 6kg ほどに相当する。
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これを自ら〔が建てた〕ヴラジミル〔クリャジマ河畔の〕325）の聖なる教会に安置した 326）。
この年の冬 327），ユーリイ [D17] は，自分の息子のムスチスラフ 328）[D17j] に，ノヴゴロドで
ピョートル・ミハルコヴィチ 329）の娘と結婚するよう命じた。そして，〔ムスチスラフは〕結婚
した。






















あるピョートルによって，ソフィア聖堂に奉納されたという。[Словарь Великий Новгород С. 380-
381][Древняя Русь 2015: С. 606] 
330）グレーブ [D178] は，前年に妃を亡くしている（上注 218 参照）。当時ペレヤスラヴリ公だったグレ
ーブにとって，この再婚が，当面の脅威であるイジャスラフ [C35] との融和を図るための政略結婚であ
ることは言うまでもない。
331）この頃（1155 年春～夏）のリャザン公は，ウラジーミル・スヴャトスラヴィチ [C511] と思われ
る。かれは 1146 年にイジャスラフ [D112:I] と敵対するノヴゴロド・セヴェルスキイ公スヴャトスラフ






他方，かれ〔ロスチスラフ [D116:J]〕の弟のウラジーミル [D115] は，ヴラジミルに座しており，
かれの甥であるムスチスラフ [I1] 及びヤロスラフ [I2] は〔ルチェスクに座していた 332）〕。
その時，ウラジーミル・ムスチスラヴィチ [D115] は，ムスチスラフ [D11] の妻である自分








ラフ [I1] とヤロスラフ [I2] はルチェスクにいたことは明らかである。リャザン版テキスト [Русские 
летописи Т.11: С. 332] やウクライナ語訳も，そのような解釈によって「ルチェスクに座していた」と
補っている。
333）上注 302 を参照。
334）「その婿であるハンガリー王」：ウラジーミル [D115] の実の姉妹エフロシニアは，1146 年にハンガ
リー王ゲーザ二世（在位 1141 ～ 1162 年）のもとに嫁いでいる（[ イパーチイ年代記 (4)：347 頁，注
135] 参照）。そのため，ウラジーミル [D115] の母親は，王にとって義母（妻の母）にあたり，母親に
とって王は「婿」（娘の夫）(зять) に相当する。
335）ユーリイ [D17] のキエフ支配にともない，ムスチスラフ [D11] の未亡人である公妃（ウラジーミ
ル [D115] の実の母親）は，それまで住んでいたキエフの丘ウラジーミル街区の「ムスチスラフの館」




336）府主教コンスタンチンは，1156 年にユーリイ [D17] の招聘によってキエフ赴任し，1157 年のユー
リイの死によって庇護者を失うと，キエフを追われてチェルニゴフに逃れ，1159 年頃に没している。
337）ユーリイ [D17] は 1156 年 3 月 20 日にキエフの公座に就くと，イジャスラフ [D112:I] が半ば強引に
キエフ府主教に任命した ([ イパーチイ年代記 (3)：340-341 頁 ]（1147 年の記事）参照 ) クリメントを
即座に廃位し，コンスタンティノポリス総主教に，新しいキエフ府主教の叙任と派遣を求めた。総主教





－ 288 － － 289 －
富山大学人文学部紀要 『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (5)―『キエフ年代記集成』（1151～ 1158年）



















338）『ノヴゴロド第一年代記』の 6664(1156) 年の項では，ニフォントの死の日付を「4 月 21 日」とし
ている。次の一節にあるように，逝去したのが「光明週間（復活祭の週）の土曜日」に当たるのなら，
1156 年の復活祭は 4 月 15 日であることから，その週の土曜日は 4 月 21 日となり，『ノヴゴロド第一
年代記』の記述が正しい。『イパーチイ年代記』の「4 月 15 日」は，復活祭の日付と混同したものだろう。

























トスラフ [C43] はかれ〔ニフォント〕がいないときにノヴゴロドに座したからである 349）。
344）前府主教「スモレンスク人クリメント」(Климент Смолятич) のこと。「クリム」はその卑称。1147 年，
イジャスラフ [D112:I] は自身の一存で，ザルーブの修道士だったクリメントを府主教に任じた。ニフ
ォントは，この決定に反対する主教のうちの一人だった。[ イパーチイ年代記』（3），注 70]。
345）この段落では，1147 年の，イジャスラフ [D112:I] とルーシの主教たちによるクリメントの府主教擁
立直後のことを回想している。
346）コンスタンティノポリスのハギア・ソフィア聖堂で叙任式を受けることを指している。([ イパーチイ




348）1147 年 12 月にコンスタンティノポリス総主教の座に着いたニコラオス四世（在位 1149-1155 年）
を指すと考えられる。
349）この記述は不思議である。年代記の資料で見る限り，スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] とニフ
ォントの関係は，決して友好的なものではなかった。スヴャトスラフは，1136 年 7 月～ 1138 年 4 月，






ャトスラフ [C43] は望まない」（「イパーチイ年代記 (2)」：322 頁）と語っており，ニフォントは反スヴ
ャトスラフ派のままであったことは確かである。ルィバコフは，この部分は，洞窟修道院の年代記記者が，
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この年，イジャスラフ [C35] の甥である〔スヴャトスラフ・〕ウラジーミロヴィチ 350）[C341]
が，ベレゾイ 351）(Березой) から逃げ出して，ヴシチジ 352）(Вщижь) へと行った。そして，かれ〔ス
ヴャトスラフ [C341]〕はかれ〔イジャスラフ [C35]〕から，デスナ川流域のすべての城市 353），
そしてフセヴォロジ 354）(Всеволожь) を奪い取った。かれは，自分の叔父に対して行った十字架
接吻〔の忠誠の誓いを〕解消する通知もせずに 355），スモレンスクの公ロスチスラフ [D116:J] の
側について，自分の叔父〔イジャスラフ [C35]〕から離反した。かれ〔スヴャトスラフ [C341]〕
350）スヴャトスラフ・ウラジーミロヴィチ [C341] についてはここの個所が初出。この個所では，「イジ
ャスラフの甥ウラジーミロヴィチ」(Володимиричь, сыновець Изяславль) としか記されていないが，
1151 年 5 月にルート川の戦いで戦死したウラジーミル・ダヴィドヴィチ [C34] の息子スヴャトスラフ
[C341] を，伯叔父のイジャスラフ [C35] が引き取って庇護していたのだろう。
　　なお，ウラジーミル [C34] は，1144 年にグロドノ公フセヴォロドコ [F11] の娘と結婚しており（[ イ
パーチイ年代記 (2)：333 頁，注 278] 参照），このスヴャトスラフ [C341] をこの結婚によって生まれた
子と考えると，この当時は 10 歳前後ということになり，若すぎるようである。ウラジーミル [C34] が
フセヴォロドコの娘と結婚したのは再婚で，その前に別の女性と結婚していたのだろうか。
351）「ベレゾイ」(Березой) は，デスナ川右岸にあった城砦で，1152 年の記事で，ユーリイ [D17] が進軍




かって 370km ほど上った遠方で，現在のブリャンスク (Брянск) から 40km ほど上流に位置している。
ほぼスモレンスク公領とチェルニゴフ公領の境界あたりにあり，位置からしても，スモレンスク公ロス
チスラフ [D116:J] の庇護を求めたことは理解できる。この城砦は，1142 年の記事で（[ イパーチイ年
代記 (2)：327 頁 ] を参照），キエフ公フセヴォロドが，ダヴィドの二人の息子（ウラジーミル [C34] と
イジャスラフ [C35]）に与えた城市の一つとして触れられている。おそらく，それ以来ここはウラジー





354）「フセヴォロジ」(Всеволожь) は，デスナ川からはやや離れるが，チェルニゴフから南東約 65km に
位置し，1147 年の記事のイジャスラフ [D112:I]，ムスチスラフ [D116:J] 対ダヴィドの息子たちとの抗
争の描写の中で，チェルニゴフ公領の城市として言及されている（[ イパーチイ年代記 (3)：359 頁，注
158] 参照）。当時は，イジャスラフ [C35] が支配する有力な付属城市だったのだろう。
355）スヴャトスラフ [C341] がベレゾイから逃げ出し，その際に叔父のイジャスラフ [C35] に忠誠の誓
いの解消通知もしなかったのは，あとの記事に見るように，イジャスラフ [C35] がキエフ公ユーリイ






その頃，ムスチスラフ・イジャスラヴィチ [I1] は，自分の叔父のウラジーミル [D115] を討
つべく，ヴラジミルへに急襲を仕掛けた 359）。そして，かれ〔ウラジーミル [D115]〕の妻 360）と母
親を捕らえ，二人を馬車に乗せると，ルチェスク 361）へと連れて行った。かれ〔ムスチスラフ
[I1]〕の叔父のウラジーミル [D115] は，ペレムィシェリへと逃れた。かれ〔ウラジーミル〕の
従士たちは身ぐるみ剝がされ，（ウラジーミル [D115] の妻 362））がハンガリーから持参した財産
はすべて倉庫から掠奪された。ウラジーミル [D115] は，そこからハンガリーへ，姉妹の夫の〔ハ
ンガリー〕王 363）のもとへと逃げた。
その後，ユーリイ [D17] が，イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] とスヴャトスラフ・オリ








[C341] はスヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] と一緒に行動していることから，状況的に辻
褄が合う。どちらかと言えば，第二の解釈の可能性が高いのではないか。
358）「やって来て，守りについた」城市は，おそらくヴシチジだろう。
359）上の記事（上注 335）にあるように，ユーリイ [D17] のキエフ公就位にともなって，キエフ城内の
館を明け渡したムスチスラフ [D11] の未亡人は，息子のウラジーミル [D115] に伴われて老後の住処と
してハンガリーへと向かった。その旅行の途上でウラジーミル [D115] の拠点都市であるヴォルィニの
ヴラジミルに立ち寄ったときに起こった事件である。
360）ウラジーミル [D115] は 1150 年にハンガリーの地方長官 (бан) の娘と結婚し，新婦はヴラジミルへ
と輿入れしている。[ イパーチイ年代記 (4)：347 頁（注 134）] 参照。
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かれら〔ポロヴェツ人〕と和を結んだ。かれらはおびただしい数だった 365）。
イジャスラフ [C35] は，かれら〔ポロヴェツ人〕を引き連れて，自分の甥 [ スヴャトスラフ・
ウラジーミロヴィチ [C341]] と，スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] を討つべく，
かれらとともにベレゾイ (Березой) へと進軍した 366）。
【485】他方，ユーリイ [D17] は，スヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] を連れて 367），キエフ
へ向けて出発した。










366）この段落は，チェルニゴフ公イジャスラフ [C35] と甥スヴャトスラフ [C341] の反目の記事（上注
351 参照）とつながっている。甥スヴャトスラフ [C341] の離反とデスナ川の城市の掠奪，スヴャトス
ラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] の甥への加勢についての報告を聞いたイジャスラフ [C35] は，急
遽ポロヴェツ人に援軍を依頼し，かれらを率いてベロゾイへ駆けつけたと考えられる。記述はないが，
その後，ポロヴェツ人とともに，ヴシチジ方面へ向けて討伐遠征を行ったと考えられる。
367）ユーリイ [D17] は，すぐ後に行われる，ヴラジミルへのムスチスラフ [I1] 討伐遠征に，スヴャトス
ラフ [C43] を伴う予定だったのだろう。
368）上の主教ニフォントの死の物語の記述から推定して，1156 年 3 月末～ 4 月初めにはすでにコンスタ
ンティン府主教がコンスタンティノポリスを出発していたとすれば，キエフには夏には到着していたと
考えられる。
369）当時のポロツク主教は，コジマ (Козьма) であり，1143 年に叙任されている。[ イパーチイ年代記
(2)：330 頁 ] 参照。














ユーリイ [D17] は，自分の娘婿のガーリチのヤロスラフ [A1211]，【486】自分の息子たち，
ウラジーミル・アンドレエヴィチ 376）[D181]，ベレンディ人たちを引き連れて，ムスチスラフ・
イジャスラヴィチ [I1] を討つべく，ヴラジミルへと進軍した 377）。
イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] とスヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] の二人は，ユー
リイ [D17] とともに遠征することを望んでいた。しかし，ユーリイ [D17] は二人を連れていか
372）この段落の記事は，イジャスラフ [C35] と甥のスヴャトスラフ・ウラジーミロヴィチ [C341]（上注
350 を参照）との抗争に関する上の記事の続きと考えるべきである。つまり，離反したスヴャトスラフ
[C341] に対するイジャスラフ [C35] たちの討伐遠征の記事である。
373）ユーリイ [D17] に伴われてキエフまで同行したスヴャトスラフ [C43] は，あとの記事にあるように
ユーリイ [D17] のウラジミルへの遠征には参加せず，その代わりに，イジャスラフ [C35] を支援する
ために，その甥スヴャトスラフ [C341] を討伐する遠征に援軍として参加したと考えられる。記述はな
されていが，このイジャスラフ [C35]，ポロヴェツ人，スヴャトスラフ [C43] からなる遠征軍は，スヴ
ャトスラフ・ウラジーミロヴィチ [C341] とスヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] を追って，
遙かムスチスラヴリ（次注 374）まで到達したのだろう。
374）「ムスチスラヴリ」(Мьстиславль) は，ソジ川 (Сож) 上流の支流ヴィフラ川 (Вихра) の右岸に位置
する城砦で，現代のベラルーシの都市ムスチスラウ (Мсціслаў) に相当する。1135 年にロスチスラフ公







375）「〔二人の〕甥たちと」(съ сыновцема своима) のうち一人はヴャトスラフ・ウラジーミロヴィチ
[C341] で，もう一人はおそらくスヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [C411:G] だろう（上注 357 を
参照）。




では 6665(1157) 年記事の冒頭にあることから，1157 年の初めの 2 月～ 3 月頃に遠征が行われたのだろ
う。
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求することを十字架接吻〔で誓って〕いた 379）。それゆえに，ウラジーミル [D181] のために，ヴ
ラジミルへ向かって進軍を始めたのである。
ユーリイ [D17] は，ガーリチのヤロスラフ [A1211] と，スヴィヌーヒ 380）(Свинухи) 村で合流し，
そこから，二人はヴラジミルへと軍を進めた。そして，フヴァリミチ 381）(Хвалимичий)で陣を張っ
た。その場所の二人のもとへ，ウラジーミル・ムスチスラヴィチ [D115] がハンガリーからやっ
378）1118/1119 年にモノマフ公は息子アンドレイ [D18] をヴォルィニのヴラジミルに派遣し，その公支
配を委ねた。その後長く統治していたが，1135 年に当時のキエフ公ヤロポルク [D15] の指示によって，
アンドレイ [D18] がペレヤスラヴリへと移され，その代わりにヴラジミルは，甥にあたるイジャスラフ
[D112:I] に与えられた [ イパーチイ年代記 (2)：310 頁 ]。ここでユーリイ [D17] は，その時のことを持
ち出しているのである。
　　その後，この時点（1157 年）まで，ヴラジミルの公座はモノマフ一族の諸公にたらい回しされいた




1135 年当時ペレヤスラヴリの公座をめぐってアンドレイ [D18] と争っていたユーリイ [D17] が，ペレ
ヤスラヴリの公座を得る条件として，ヴラジミルをアンドレイ [D18] 一族の所領と認める約束をしたで
あろうことは，充分に考えられる。





からだと南東へ約 36km と近い位置にある。また，ガーリチからだとこの村まで北へ 168km ほど遠征
しなければならない。






城下に着くと城市を包囲して布陣した。ユーリイ [D17] は，グリドシニィ (Гридшиныя) 門 384）












さて，ユーリイ [D17] は，ヴラジミルの城下で，10 日間包囲の陣を構えていた。両軍の間
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ムスチスラフ [I1] は，かれ〔ユーリイ [D17]〕の後を追ってドロゴブージ 390）(Дорогобуж) へ
と軍を進め，村々を掠奪し，焼き，多くの悪行をなした。










チ 392）[A1221] を，鎖を付けたまま，スーズダリから送り出して，自分の娘婿のヤロスラフ [A1211]





391）ユーリイ [D17] は 1155 年 3 月キエフ公になった直後に，息子のボリス [D170] にトゥーロフを与え
ており，年代記記事にも記されている（上注 287 参照）。この記述は編集の際に生じた内容のダブりと
いうことだろう。
392）イワン・ベルラドニク [A1221] は，1144/1145 年の冬に，叔父ウラジミルコ・ヴォロダレヴィチ
[A121] の所領ズヴェニゴロドの占領に失敗して逃亡した。その後，フセヴォロド [C41]，スヴャトス
ラフ・オリゴヴィチ [C43]，ロスチスラフ・ムスチスラヴィチ [D116:J] 等の庇護を受けながら転々と居
所を変え，1148 年にはスーズダリのユーリイ [D17] のもとに身を寄せて，かれのために働いている（『ノ
ヴゴロド第一年代記』の 1149 年の項には，ユーリイ [D17] が配下のイワン・ベルラドニク公 [A1221]


















イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] は，ユーリイ [D17] を討つための戦争を画策し始めた。
かれ〔イジャスラフ〕は，ロスチスラフ・ムスチスラフ [D116:J] と【489】和を結んで味方につけ，
また，ムスチスラフ・イジャスラヴィチ [I1] とスヴャトスラフ・オリゴヴィチ [C43] と密かに
話し合って，ユーリイ [D17] を討伐しようとした。
しかし，スヴャトスラフ [C43] は言った。「われらは，かれ〔ユーリイ〕に十字架接吻〔で誓っ
393）ユーリイ [D17] は，ガーリチ公のヤロスラフ・ウラジミルコヴィチ [A1211] と姻戚関係（1150 年）
を含めた緊密な同盟を結び，また今回のヴラジミル遠征でヤロスラフ [A1211] の協力を得たことから，
ヤロスラフ [A1211] の要求に応じて，ヤロスラフの敵であるイワン [A1221] の身柄を拘束し，かれに
引き渡すことに同意したのだろう。
394）マフノヴェツのウクライナ語訳注釈によれば，この「スヴャトポルク公」(Святополк князь) は，ユ
ーリイ・ヤロスラヴィチ [B321] の息子であるスヴャトポルク・ユーリエヴィチ [D3213] のこととして




とからガーリチの上級貴族であろう。1172 年の記事にも，ムスチスラフ [I1] を支援するガーリチの援
軍部隊の指揮者として，1173 年には公妃とともにポーランドに逃亡した人物として言及されている。
[СЭ-1: С. 623]
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て〕いるではないか。何の理由もなく，かれ〔ユーリイ〕を討つために兵を挙げることは，わ
しにはできない」。
こうして，かれ〔スヴャトスラフ [C43]〕は加わらず，イジャスラフ [C35] は，ロスチスラ
フ [D116:J] とムスチスラフ [I1] とともに，ユーリイ [D17] 討伐の遠征を開始した。ロスチスラ
フ [D116:J] は，自分の息子ロマン [J1] を自分の部隊とともに派遣した。ムスチスラフ [I1] は
ヴラジミルから出発した。






ユーリイ [D17] は，（5 月 10 日に）396），徴税官 397）ペトリロ (Петрило) のもとで酒を飲んだあと
で，その日の夜に病みついた。5 日間病に伏せった後に，キエフの公ユーリイ・ウラジーミロヴィ





397）「徴税官」(осменик; осмни к ) とは，城市内の警察業務や裁判，取引税の徴収などを行う城市の高
官のこと [Андреев 2013: С. 118]
398）これは，1157 年の 5 月 15 日を指し，確かに水曜日に相当する。










シリコ [D174] の館 401）も〔掠奪された〕。城内でも掠奪が起こり，スーズダリ人たち 402）が城内や
村で撃ち殺され，かれらが備蓄していた物資が奪い取られた。
【490】イジャスラフ [C35] のキエフにおける公支配の始まり。
イジャスラフ・ダヴィドヴィチ [C35] は，五旬節の日曜日にあたる 5 月 19 日 403）にキエフに
入城した 404）。自分の甥のスヴャトスラフ・ウラジーミロヴィチ [C341] を，すべての自分の部隊
とともにチェルニゴフに残した 405）。












403）イパーチイ写本では「5 月 15 日」になっているが，これは明らかな誤記である。1157 年の五旬節
の日曜日（主日）(неделя пянтикостьная) は 5 月 19 日であり，フレーブニコフ写本や『ヴォスクレセ
ンスカヤ年代記』の並行記事では「5 月 19 日」になっている。いずれにせよ，イジャスラフ [C35] は，
ユーリイ [D17] の死後四日目という，驚くべき迅速さでキエフに入城したことになる。




405）スヴャトスラフ・ウラジーミロヴィチ [C341] は，1156 年の年末に，叔父イジャスラフ [C35] から





407）「スヴィナ川」(Свина) は，注 141, 151 の「スヴィニ川」 (Свинь) と同じ。チェルニゴフとスノフ
(Снов) 川の間を流れ，デスナ川に注ぐ河口はチェルニゴフから 12km ほどしか離れていない。
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イジャスラフ [C35] が自分の部隊を率いてキエフから〔スヴィナ川の方へ〕やって来た。ム





チ [C411:G] には，ノヴゴロド〔・セヴェルスキイ〕が与えられた。こうして，イジャスラフ [C35]
は，妃と子供たちと全ての従士たちを伴って，自分のキエフへと向かった。こうして，〔諸公は〕
解散した。
この年，イジャスラフ [C35] は，ポロヴェツ人との会合のために，カーネフ (Канев) へ行った。
そしてそこで，かれらと和を結んだ 409）。そして，キエフへ戻って来た。
この年，ロストフ人，スーズダリ人，ヴラジミル人〔クリャジマ河畔の〕は評議して，ユー






408）ここでは，ムスチスラフ [I1] の名が，キエフ公となったイジャスラフ [C35] の同盟者として突
然現れるが，このイジャスラフ [C35] のキエフ公就位から 1 年ほどして，『ラヴレンチイ年代記』
6666(1158) 年の記事に，1158 年 /1159 年の冬に「ムスチスラフ・イジャスラヴィチ [I1] がイジャスラ
フ・ダヴィドヴィチ [C35] を追放した」とある。「追放した
4 4 4 4
」(выгна) と言うからには，それまでの間は，
ムスチスラフはイジャスラフとキエフで行動をともにしていたことが推定される。
















(Переславль Залесский) のことで，ロストフから 60km ほど南西に下ったところに位置している。こ
の救世主教会は『15 世紀末モスクワ年代記集成』6660(1152) 年の記事によれば，ユーリイ [D17] がこ




412）これは 1158 年の 4 月 8 日の火曜日のこと。七十人聖使徒のひとりロディオン（もしくはイロディオ
ン (Иродион)）の祝祭日が 4 月 8 日だったことは，11 ～ 12 世紀に通用していた奉事暦 (Служебный 




414）この「十分の一」(десятина; десятый) というのが，『原初年代記』996 年の記事で，ウラジーミル
聖公 [06] が自分の財産と城市の貢税から十分の一を主聖堂に与えると定めた，領主の教会に対するい
わゆる「十分の一税」に相当する。聖公が定めたとして伝来している「ウラジーミルの教会規定」にも






高い。なお，教会の円蓋 (верхи, куполы) について『ニコン年代記』などでは一つとしているが，最新
の研究では，本年代記の記述通り 5 つだったとされている [Тимофеева 2005]。
－ 302 － － 303 －
富山大学人文学部紀要 『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (5)―『キエフ年代記集成』（1151～ 1158年）
この年，レオン (Леон) が主教として，ロストフにやって来た 416）。
この年，ノヴゴロド人が，ムスチスラフ・ユーリエヴィチ [D17j] を追放し，スヴャトスラフ・
ロスチスラヴィチ [J4] を，ノヴゴロドに〔公として〕据えた 417）。
この年，ロスチスラフ・グレーボヴィチ 418）[L52] の〔妃〕，ソフィア・ヤロスラヴナ 419）が逝
去した。
この年，イジャスラフ [C35] が，ユーリイ・ヤロスラヴィチ [B321] を討つべく，トゥーロ
フ 420）へと進軍した。かれ〔イジャスラフ〕とともに，ヤロスラフ [I2] とヤロポルク・アンド




奪われた」とより詳しく記されている [ПСРЛ Т.9, 2000: С. 207]。このレオンは，解任されたネストル（ネ
ステル）の後任として府主教コンスタンチンの手で叙任され，1158 年に赴任した主教ということになる。
417）ノヴゴロドの人は，ユーリイ [D17] の死によって，もはやその息子ムスチスラフ [D17j] に公支配を
任せておく意義を失ったのだろう。『ノヴゴロド第一年代記』6665(1157) 年の記事には，詳しい経緯が
述べられている。ノヴゴロドの人々の間に紛争が起こり，ムスチスラフ [D17j] に対して蜂起が起こった。
流血の惨事が起きていたところに，ロスチスラフ [D116:J] の子ダヴィド [J3] とスヴャトスラフ [J4] が
ノヴゴロドに入って来た。その夜，分が悪いと察したムスチスラフ [D17j] は逃亡した。3 日後には，ロ
スチスラフ [D116:J] 自身がノヴゴロドにやって来た，というものである。おそらくこのときの協議（和
議）によってスヴャトスラフ [J4] を公として据えることが合意されたのだろう。
418）ロスチスラフ [L52] については，1151 年の項にポロツク人の手で招聘された記事があることから，
当時はポロツクの公だったのだろう。
419）ロスチスラフ [L52] の妃ソフィアは，1123 年にヴラジミル城下で戦死したヤロスラフ・スヴャト
ポルコヴィチ [B32] の娘である。また，この直後の記事でも触れられているユーリイ・ヤロスラヴィ
[B321] の姉妹にも相当する。このユーリイ [B321] は，1155 年にキエフ公になったユーリイ手長公
[D17] に仕えていたことが知られている。
420）トゥーロフは，ユーリイ手長公 [D17] がキエフ公になった直後（1155 年），息子のボリス [D170] に
与えられていた。他方，ユーリイ・ヤロスラヴィチ [B321] は，キエフ公になったユーリイ [D17] の命



























423）この時点で，ウラジーミル [D115] は，甥のムスチスラフ [I1] に旧領のヴラジミルを占拠されたまま
であり，もはやヴラジミルは回復不可能と見たのだろう。そのため，ウラジーミル [D115] は，ユーリ
イ [D17] の死後，新しいキエフ公イジャスラフ [C35] に，トゥーロフを支配地として要求したと思わ
れる。







426）グレーブ [L5] は 1119 年にミンスクを攻略したモノマフ [D1] によって捕らえられ，キエフに連行さ
れて，まもなくそこで死んでいるが，その妃はその後も長く（40 年近く）ミンスクに居住し，実質的
な支配を執っていたと考えられる。ラッフェンスペルガーは，このことを，女性が政治に関わった中世
ロシアにおける希有な実例と指摘している。[Rusian genealogy: Gleb Vseslavich][Raffensperger 2016: 
pp. 79-80]。 
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イジャスラヴィチ 427）[B2] の娘であり，寡婦となってから 40 年間生き，享年は 84 歳だった。〔か
の女は〕洞窟修道院の聖フェオドーシイの遺骸の横，夫の公の傍ら 428）に埋葬された。その逝
去は 1 月 3 日 429）の夜の第 2 時であり，4 日に棺に納められた。
この至福なる公妃は，夫の公ともども，聖なる聖母と師父フェオドーシイに大いなる親
愛を抱き，自分の父ヤロポルク [B2] を敬愛していた。なぜなら，このヤロポルク [B2] は自
分の全ての財産を，すなわち，ネブリ 430）(Небль)，デレフスカヤ 431）(Дерьвьская)，ルチェス
ク 432）(Лучьск) の領地やキエフ郊外の土地を〔洞窟修道院に〕寄進した 433）からである。
また，グレーブ [L5] は，その人生のなかで，公妃とともに，銀 600 グリヴナと金 50 グリヴ
ナ 434）を〔洞窟修道院に〕寄進した。また，公の死後に公妃は，銀 100 グリヴナ【493】と金 50
グリヴナ 435）を寄進し，自分の死後には，5 つの村を奴隷ともども，また一枚の布に至るまで自
分の財産をすべて寄進した。
427）ヤロポルク [B2] は，キエフ大公の父（イジャスラフ [B]）の下でヴィシェゴロドの公座に就いていた，
1071/1072 年頃にオルラミュンデ伯オットーの娘クニクンデと結婚しており，1074 年頃に，将来グレ
ーブ [L5] に嫁ぐことになる娘（公妃）が生まれたことになる。[Древняя Русь 2014: С. 917]。
428）『イパーチイ年代記』6627(1119) 年の記事によると，キエフに連行されたグレーブ [L5] は 9 月 13
日に死んでいる。その遺骸が洞窟修道院に埋葬されるに至ったのは，公妃の父ヤロポルク [B2] と修道
院との深い関係（下注 433）によるものだろう。ちなみに，『原初年代記』6559(1051) 年の記事にある
ように，洞窟修道院はヤロポルク [B2] の父イジャスラフ [B] が，アントニイ師に所領の丘と洞窟を与
えたことによって創建されたものであり，それ以来，イジャスラフ [B] 一族にとっては「菩提寺」のよ
うな役割も果たしていた。
429）この記事が 6666(1158) 年の最後に配されていることから，1159 年 1 月 3 日と考えられる。
430）「ネブリ」(Небль) は，プリピャチ川上流にある城市で，ピンスクからさらに 35km ほど遡ったとこ
ろにある。現在のウクライナのノベリ (Нобель) 村に相当する。






433）ヤロポルク・イジャスラヴィチ [B2] は 1086 年に臣下の裏切りによって暗殺されたが，『原初年代記』
6594(1086) 年のかれの死についての記事では，「かれ〔ヤロポルク [B2]〕は自分の全収入の 10 分の 1
を毎年〔洞窟修道院の？〕聖母教会に献げ」とあり，洞窟修道院と緊密な関係があったことが示唆され
ている。
434）銀〔塊〕約 120kg と金〔塊〕10kg に相当する。上注 324 を参照
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